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ョ
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近
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チ
ャ
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ズ
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コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
近
代
日
本
画
帖
」

富
澤
ケ
イ
愛
理
子

　
　

は
じ
め
に

一
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
「
近
代
日
本
画
帖
」
に
つ
い
て

二
、
美
術
蒐
集
家
・
美
術
商
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
（
一
八
四
一
〜
一
九
一
二
）
と
河

　
　

鍋
暁
斎
（
一
八
三
一
〜
一
八
八
九
）
の
関
係

三
、
渡
辺
省
亭
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
八
）
作
品

四
、
川
端
玉
章
（
一
八
四
二
〜
一
九
一
三
）
作
品

五
、
橋
本
雅
邦
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
八
）
作
品

六
、
関
袖
江
（
一
八
五
八
〜
一
九
一
五
）
作
品

七
、
岡
田
梅
邨
（
一
八
六
四
〜
没
年
不
明
）
作
品

八
、
大
出
東
皐
（
一
八
四
一
〜
一
九
〇
五
）
作
品

　
　

お
わ
り
に

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
ア
ジ
ア
美
術
部
が
所
蔵
す
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ

ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
明
治
時
代
に
制
作
さ
れ
た
画
帖
（
便
宜
上
、

本
稿
で
は
「
近
代
日
本
画
帖
」
と
称
し
て
い
る
が
、
日
本
語
の
正
式
名
称
は
な
く
、「
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
・
ア

ル
バ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
に
注
目
し
、
制
作
の
経
緯
、
筆
を
執
っ
た
有
名
・
無
名
の
近

代
画
家
と
そ
の
作
画
活
動
、
さ
ら
に
関
連
作
品
を
確
認
、
再
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
外
に

お
け
る
近
代
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
受
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

海
外
の
近
代
日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
れ
ま
で
展
覧
会
等
で
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
て
き
た

が
、
未
だ
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
は
一
図
ず
つ
切

り
離
さ
れ
て
い
る
「
近
代
日
本
画
帖
」
を
現
地
調
査
に
基
づ
い
て
研
究
を
進
め
た
。
本
画
帖
は
、

断
片
的
に
は
日
本
で
も
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
道
信
氏
は
「
鑑
画
会
再
考
」
の
中
で
、

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
（
一
八
三
二
〜
一
九
〇
九
）

か
ら
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
本
画
帖
の
一
部
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
（
（
（

。『
日
本

美
術
院
百
年
史
一
巻　
上　
図
版
編
』
で
は
橋
本
雅
邦
、
渡
辺
省
亭
の
作
品
が
カ
ラ
ー
図
版
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
ほ
か
（
（
（

、
雅
邦
作
品
は
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
に
山
種
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
橋

本
雅
邦　

そ
の
人
と
芸
術　

特
別
展
』
に
も
里
帰
り
出
品
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
ま
た
、
昨
年
三
菱
一
号

館
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
画
鬼
暁
斎　
幕
末
明
治
の
ス
タ
ー
絵
師
と
弟
子
コ
ン
ド
ル
」

で
は
、
本
画
帖
の
暁
斎
作
品
の
う
ち
十
二
図
が
里
帰
り
出
品
さ
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
（
（
（

。
こ

の
図
録
の
中
で
安
村
敏
信
氏
が
暁
斎
の
一
部
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
弟
子
や
娘
で
あ
る
暁
翠
の
補

筆
が
入
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
（
（
（

、
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
章
で
他
作
品
の
制
作
年
に
つ
い

て
説
明
す
る
際
に
言
及
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
、『
国
華
』
誌
上
に
発
表
す
る
拙
稿
「
河
鍋
暁
斎

筆
『
柳
に
鴉
図
』『
う
ず
く
ま
る
猿
図
』『
蛙
を
捉
え
る
猫
図
』」
で
は
、
本
画
帖
に
収
め
ら
れ
て

い
る
河
鍋
暁
斎
作
品
の
中
か
ら
右
記
の
三
図
を
特
に
取
り
上
げ
解
説
す
る
ほ
か
、
本
画
帖
に
携
わ

っ
た
画
家
に
つ
い
て
簡
略
な
紹
介
を
行
っ
て
い
る
（
（
（

。
本
稿
が
前
掲
諸
研
究
と
異
な
る
点
は
、
第
一

に
、
本
画
帖
の
全
図
を
掲
載
し
、
筆
者
が
調
査
し
た
関
連
作
品
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
各
画
家
の
よ
り
詳
細
な
事
績
と
作
画
活
動
上
の
人
脈
、
お
よ
び
蒐
集
家
、

ス
ミ
ス
と
美
術
商
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
と
の
関
係
、
そ
し
て
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
各
画

家
に
対
す
る
評
価
等
を
深
く
論
じ
る
こ
と
で
本
画
帖
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
、
本
画
帖
を
近
代
日

本
美
術
史
の
中
で
位
置
付
け
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
三
に
、
本
画
帖
を
通

し
て
海
外
に
お
け
る
日
本
近
代
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
に
関
し
て
一
考
察
を
試
み
て
い
る
点

で
あ
る
。
本
稿
は
、
筆
者
が
本
画
帖
に
つ
い
て
調
査
し
た
全
調
査
結
果
を
余
す
こ
と
な
く
報
告
す

る
こ
と
で
、
拙
稿
を
含
め
た
諸
研
究
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
お
い
て
、
本
画
帖
を
構
成
す
る
作
品
を
一

図
ず
つ
調
査
し
、
作
品
の
特
徴
、
技
法
、
題
材
を
確
認
し
、
制
作
年
代
を
で
き
る
限
り
絞
り
込
む
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作
業
を
行
っ
た
。
次
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
記
録
保
管
室
を
中
心
に
本
作
が
美
術
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
入
る
ま
で
の
過
程
、
旧
蔵
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
の
家

族
関
係
、
作
品
購
入
の
経
緯
な
ど
を
調
査
し
た
。
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術

館
に
お
い
て
本
画
帖
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る
「
英
国
人
画
帖
下
絵
」（
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
蔵
）

を
熟
覧
す
る
こ
と
で
、本
画
帖
に
収
め
ら
れ
て
い
る
暁
斎
作
品
と
下
絵
の
関
係
が
明
確
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
本
稿
で
は
画
家
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
コ
レ
ク
タ
ー
の
関
係
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
何
故
現
代

に
お
い
て
有
名
な
画
家
と
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
画
家
の
作
品
が
一
冊
の
画
帖
に
纏
め
ら
れ

て
ア
メ
リ
カ
人
コ
レ
ク
タ
ー
の
手
に
渡
り
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
ま

っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
画
帖
を
手
掛
か
り
に
近
代
日
本
美
術
史
形
成
の
中
で
こ
ぼ
れ

落
ち
て
い
っ
た
画
家
に
光
を
当
て
、
海
外
に
お
け
る
近
代
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
の
一

端
を
考
察
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
「
近
代
日
本
画
帖
」
に
つ
い
て

　
「
近
代
日
本
画
帖
」（
絹
本
淡
彩
色
、
あ
る
い
は
絹
本
着
色
、
縦
三
十
六
・
二
セ
ン
チ
、
横
二
十
六
・

七
セ
ン
チ
）
は
、
織
物
業
で
財
を
な
し
一
八
八
七
年
〜
一
八
九
四
年
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商
工
会

議
所
会
頭
を
務
め
た
ア
メ
リ
カ
人
実
業
家
（
（
（

、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
（
以
下
、

ス
ミ
ス
と
す
る
）
が
、
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
）
か
ら
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
に
三
度

目
の
妻
と
の
新
婚
旅
行
で
滞
日
し
た
際
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
（
以
下
、
ブ
リ
ン
ク
リ

ー
と
す
る
）
よ
り
購
入
し
た
数
千
点
に
も
及
ぶ
日
本
美
術
作
品
の
中
で
近
代
絵
画
を
集
め
た
ユ
ニ

ー
ク
な
画
帖
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
西
洋
美
術
蒐
集
に
始
ま
り
、
日
本
・
中
国
美
術
の
蒐
集
も
行
っ

た
ア
ー
ト
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
（
（
（

。

　

ス
ミ
ス
の
没
後
、
数
年
に
わ
た
る
遺
族
に
よ
る
遺
産
整
理
が
終
わ
っ
た
後
の
一
九
一
四
年
（
大

正
三
）、
約
一
万
ド
ル
相
当
の
日
本
美
術
品
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
理
事
、
ハ
ワ
ー
ド
・
マ

ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
仲
介
で
同
館
に
収
ま
る
（
（
（

。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
正
式
に
学
芸
員
が
採
用
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
同
館
で
最
初
の
ア
ジ
ア
美
術
部
学
芸
員
を
務
め
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お

り
、
遺
族
側
と
の
往
復
書
簡
か
ら
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
日
本
美
術
品
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め

る
た
め
に
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
一
九
一
四
年
の
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
年
報
に
は
「
軸
物
四
十
点
、
屛
風
八
、
九
点
、
絵
画
三
八
八
点
う
ち
二
三
八
点
は
北

斎
作
。
そ
し
て
一
〇
〇
点
の
近
代
絵
画
が
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
」
と
あ
る
（
（（
（

。
な
お
、

一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
に
ス
ミ
ス
が
日
本
で
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
作
品
を
購
入
し
た
際
に

ブ
リ
ン
ク
リ
ー
自
身
が
作
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
日
本
お
よ
び
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
リ

ス
ト
が
美
術
館
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
リ
ス
ト
上
の
作
品
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
寄

贈
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
同
美
術
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
ス
ミ
ス
の
遺
族
か
ら
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
ア
ジ
ア
美
術
部
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
合
計
六
三
七
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
陶

磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
追
記
し
た
い
（
（（
（

。

　

前
述
の
リ
ス
ト
か
ら
、
一
〇
〇
図
の
絵
画
は
画
帖
仕
立
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の

う
ち
近
代
日
本
画
と
言
え
る
の
は
九
十
六
図
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
四
図
は
近
世
以
前
の
作
品
で

あ
る
（
（（
（

。
で
は
そ
の
九
十
六
図
の
内
訳
を
見
て
み
よ
う
。

　

河
鍋
暁
斎
三
十
七
図
、
渡
辺
省
亭
二
十
一
図
、
川
端
玉
章
十
二
図
、
橋
本
雅
邦
六
図
、
関
袖
江

十
六
図
、
岡
田
梅
邨
三
図
、
大
出
東
皐
一
図
で
あ
る
。
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
画
帖
自
体
に
残

さ
れ
て
い
る
年
記
に
よ
り
、最
も
早
い
も
の
が
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
の
暁
斎
作
「
柳
に
鴉
図
」

（
挿
図
1
）
で
あ
る
。
又
、
最
も
新
し
い
制
作
年
は
ス
ミ
ス
夫
妻
が
日
本
に
来
た
一
八
九
二
年
（
明

挿図 1　河鍋暁斎「柳に鴉図」アメリカ、メトロポリタン美術館蔵
©The Metropolitan Museum of Art; Charles Stewart Smith Collection, 
Gift of Mrs. Charles Stewart Smith, Charles Stewart Smith Jr., and Howard 
Caswell Smith, in memory of Charles Stewart Smith, 1914（以下省略）
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二
九

治
二
十
五
）
で
、
関
袖
江
作
「
山
中
訪
友
図
」（
挿
図
2
）
お
よ
び
「
雪
中
山
水
図
」（
挿
図
3
）
で

あ
る
。　

　

海
外
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
帖
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
、
塩
谷
純
氏
の
『
ウ
ィ
ー
ン
美
術

史
美
術
館
所
蔵
画
帖
』
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
画
帖
と
比
べ
る
と
、
共
に
大
部
で
は
あ
る

も
の
の
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
の
「
近
代
日
本
画
帖
」
は
、
各
図
の
制
作
年
に
最
大
五

年
の
開
き
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
最
初
か
ら
複
数
の
画
家
に
よ
る
画
帖
を
意
図

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
明
治
中
期
と
い
う
時
代
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
お
よ

び
コ
レ
ク
タ
ー
の
好
み
を
反
映
し
て
、
ス
タ
イ
ル
、
技
法
に
も
当
時
の
近
代
性
、
西
洋
絵
画
の
受

容
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
群
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
ス
ミ
ス
が
日
本
滞
在
中
に
、
美
術
作
品
を
購

入
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
美
術
界
で
は

ど
の
よ
う
な
位
置
に
い
た
の
か
、
彼
の
美
術
蒐
集
歴
、
お
よ
び
美
術
商
と
し
て
の
役
割
を
中
心
に

見
な
が
ら
、
彼
と
日
本
画
家
と
の
関
わ
り
を
、
ま
ず
は
河
鍋
暁
斎
と
の
関
係
を
通
し
て
探
っ
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　

二
、
美
術
蒐
集
家
・
美
術
商
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
（
一
八
四

　
　
　
　
　

一
〜
一
九
一
二
）
と
河
鍋
暁
斎
（
一
八
三
一
〜
一
八
八
九
）
の
関
係

　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
一
八
四
一
年
十
一
月
九
日
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ
、
ダ
ブ

リ
ン
大
学
ダ
ン
ガ
ノ
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
ト
リ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
数
学
と
古
典
を
専
攻
し
た
。
そ
の

後
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
数
学
を
学
ぼ
う
と
し
た
が
、
陸
軍
に
奉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
英

国
陸
軍
砲
工
学
校
に
進
み
、
砲
術
を
学
ん
だ
。

　

一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）、
日
本
公
使
館
武
官
補
お
よ
び
守
備
隊
隊
長
と
し
て
香
港
か
ら
日
本

に
来
日
し
、
そ
の
後
、
公
使
館
付
武
官
を
辞
め
一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
海
軍
砲
術
学
校
の
主
任

教
師
に
招
聘
さ
れ
、
海
軍
省
御
雇
と
な
っ
た
。
逝
去
ま
で
約
四
十
五
年
間
、
北
京
へ
の
短
期
間
の

旅
行
を
除
い
て
日
本
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
に

は
工
部
大
学
校
数
学
教
師
と
な
り
、
同
年
、
水
戸
藩
士
の
娘
田
中
安
子
と
横
浜
で
結
婚
。
一
八
八

一
年
（
明
治
十
四
）、
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
を
買
収
し
、
経
営
者
兼
主
筆
と
な

っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
美
術
に
関
し
て
も
造
詣
が
深
く
、
と
り
わ
け
陶
磁
器

挿図 2　関袖江「山中訪友図」アメリカ、メトロポリタン美術館蔵

挿図 3　関袖江「雪中山水図 」アメリカ、メトロポリタン美術館蔵
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三
〇

に
関
し
て
は
蒐
集
家
の
域
を
超
え
、
鑑
定
家
と
目
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本
史

の
著
述
に
関
し
て
も
大
き
な
業
績
が
あ
り
、
美
術
に
関
す
る
代
表
的
な
著
作
と
し
て
は
、Japan 

D
escribed and Illustrated by Japanese, w

ritten by em
inent Japanese Authorities and Scholars (J. B. 

M
illet C

om
pany, 1898), Th

e Art of Japan (J. B. M
illet C

om
pany, 1901), Japan and C

hina: Its 

H
istory Arts and Literature (London, T. C

. &
 E. C

. JAC
, 1901) 

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
（（
（

。
自
身
の

著
書
や
主
筆
で
あ
っ
た
新
聞
紙
上
で
高
く
評
価
し
た
河
鍋
暁
斎
、
渡
辺
省
亭
、
川
端
玉
章
、
橋
本

雅
邦
と
い
っ
た
画
家
が
本
画
帖
の
中
心
画
家
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。
こ
う
し
た

執
筆
活
動
の
ほ
か
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
海
外
へ
の
美
術
品
販
売
の
仲
介
人
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ス
ミ
ス
が
本
画
帖
を
購
入
す
る
数
年
前
の
一
八
八
五
年
（
明
治

十
八
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
レ
イ
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー

の
陶
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
即
売
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
（
（（
（

。

　

ま
た
、
本
画
帖
の
約
四
割
を
占
め
る
作
品
を
描
い
た
河
鍋
暁
斎
に
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
絵
を
習
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
（（
（

。
河
鍋
暁
斎
は
欧
米
に
お
い
て
は
生
存
中
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
の
死
後
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
卓
越
し
た
技
法
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
表
現
力
、
多
彩
な

画
題
で
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
画
家
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
に
お
い
て
は
死
後
、
特
に
第
二
次
世

界
大
戦
後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
末
頃
ま
で
は
半
ば
忘
れ
ら
れ
て
い
た
画
家
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
そ
の
理
由

の
一
つ
と
し
て
、
暁
斎
が
浮
世
絵
師
、
あ
る
い
は
市
井
の
画
家
と
し
て
見
な
さ
れ
た
た
め
、「
ハ

イ
ア
ー
ト
」
の
基
準
に
合
わ
ず
、
次
第
に
日
本
美
術
史
か
ら
名
前
が
漏
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
佐
藤
道
信
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
評
価
の
逆
転
現
象
は
、
作

品
そ
の
も
の
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
そ
れ
を
評
価
す
る
価
値
観
の
問
題
」
が
こ
こ
に
認
め
ら
れ

る
（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
が
進
み
、
展
覧
会
も
開
か
れ
て
い
る
状
況
を
見
れ
ば
、
近
年
最
も
注

目
さ
れ
て
い
る
画
家
の
一
人
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
河
鍋
暁
斎
は
一
八
三
一
年
（
天
保
二
）

に
生
ま
れ
、
一
八
三
七
年
（
天
保
八
）
七
歳
の
と
き
、
歌
川
国
芳
の
塾
に
入
り
、
そ
の
後
駿
河
台

狩
野
家
に
入
門
、
狩
野
洞
白
陳
信
に
学
び
、
十
九
歳
の
と
き
洞
郁
陳
之
の
号
を
得
る
。
そ
の
後
、

狂
斎
を
名
乗
り
、
土
佐
派
、
琳
派
、
円
山
四
条
派
、
漢
画
、
浮
世
絵
等
あ
ら
ゆ
る
画
派
を
研
究
し

続
け
た
。
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）
十
月
六
日
、
上
野
長
蛇
亭
の
書
画
会
で
貴
顕
を
嘲
弄
す
る
画

を
描
い
た
罪
で
長
期
の
留
置
と
体
罰
を
受
け
る
。
こ
の
事
件
後
、
名
を
「
暁
斎
」
と
改
め
、
そ
の

後
は
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
）
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
「
枯
木
寒
鴉
図
」
を
出
品
、
妙
技

二
等
賞
を
受
賞
す
る
（
（（
（

。
こ
の
頃
、
英
国
人
建
築
家
、
ジ
ョ
サ
イ
ヤ
・
コ
ン
ド
ル
（
以
下
コ
ン
ド
ル
）

が
入
門
し
、「
暁
斎
絵
日
記
」
に
も
し
ば
し
ば
「
コ
ン
デ
ル
君
」「
コ
ン
デ
ー
ル
君
」
と
し
て
登
場

す
る
（
（（
（

。
コ
ン
ド
ル
の
帰
国
後
と
な
る
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
）
頃
か
ら
、
別
の
外
国
人
弟
子
の

一
人
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
同
絵
日
記
に
「
フ
レ
ン
キ
ン
」「
ぶ
れ
ん
き
君
」「
フ
レ
シ
キ
君
」「
ブ

レ
ン
ク
リ
ン
君
」
等
と
し
て
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
暁
斎
に
絵
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
（
（（
（

。
以
上
に
加
え
、「
暁
斎
絵
日
記
」
か
ら
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
画
帖
の
注
文
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
記
述
を
見
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
三
月
十
二
日
に
は
「
ぶ
れ
ん
き
君
、
画
帖
ヲ
見
テ
ヨ
ロ
コ

ブ
」
と
あ
り
（
挿
図
4
）、
同
年
四
月
三
十
日
の
条
に
は
「
画
料
入
一
六
二
円
四
十
銭
」
と
あ
り
、

そ
の
上
に
一
つ
、
下
に
四
つ
合
計
五
つ
の
「
フ
レ
ン
キ
ク
ン
」
印
が
押
さ
れ
て
い
る
（
挿
図
5
）。

暁
斎
は
、
日
記
中
に
出
て
く
る
他
の
人
物
に
対
し
て
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
本
人
で
な
く
と
も
、「
フ

レ
ン
キ
ク
ン
」
印
を
代
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
下
の
四
つ
の
印
の
周
り
の
記
述
か

挿図 4　河鍋暁斎「河鍋暁斎絵日記 」
（明治 20 年 3 月 12 日）　東京藝術大
学蔵 

挿図 5　河鍋暁斎「河鍋暁斎絵日記 」
（明治 20 年 4 月 30 日）　東京藝術大
学蔵 

挿図 6　河鍋暁斎「河鍋暁斎絵日記 」
（明治 21 年 3 月 5 日）　東京藝術大学
蔵 
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」

31

三
一

ら
、
こ
れ
ら
の
印
は
「
ワ
ー
グ
マ
ン
の
倅
」
が
通
訳
と
し
て
、
英
国
人
画
家
モ
ー
テ
ィ
マ
ー
・
メ

ン
ピ
ス
等
を
連
れ
、
暁
斎
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
（
（（
（

。
ま
た
、
断
定
は
で

き
な
い
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
金
額
が
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
の
支
払
い
で
あ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
よ
う
。
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）
三
月
五
日
の
絵
日
記
に
は
「
画
帖
□
の
分
持
参
」

と
あ
り
、
当
時
芝
区
田
町
に
住
ん
で
い
た
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
宅
に
人
力
車
で
画
帖
を
届
け
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
（
挿
図
6
）。

　

で
は
、本
画
帖
に
収
め
ら
れ
て
い
る
暁
斎
の
作
品
を
紹
介
し
な
が
ら
本
画
帖
と
関
連
の
あ
る「
英

国
人
画
帖
下
絵
」
と
の
関
係
を
探
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
画
帖
に
は
三
十
七
図
の
暁
斎
作
品
が
収
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
十
八
図
は
「
英
国
人
画
帖
下
絵
」
に
そ
の
図
様
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
（
（（
（

。
同
下
絵
は
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
頃
、
す
な
わ
ち
暁
斎
が
五
十
七
歳
の
頃
に
制
作
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
下
絵
は
動
物
、
鳥
、
魚
の
一
瞬
の
動
き
を
捉
え
て
生
き
生
き
と
描
い

た
点
に
特
徴
が
あ
り
、
絵
日
記
と
同
じ
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
（
挿
図
7
）。

　
「
柳
に
鴉
図
」（
挿
図
1
）
に
は
、
暁
斎
が
国
芳
の
塾
で
学
ん
だ
の
ち
入
門
し
て
い
た
駿
河
台
狩

野
家
当
主
、
洞
白
か
ら
与
え
ら
れ
た
号
を
示
す
「
明
治
二
十
年
亥
十
一
月　

洞
郁
陳
之
画
」
と
款

記
が
あ
り
、「
如
空
暁
斎
」
壺
型
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
鳥
は
画
面
中
央
一
杯
に
X
（
エ
ッ
ク
ス
）

形
で
描
か
れ
、
強
風
に
逆
ら
っ
て
飛
ぶ
力
強
い
姿
を
見
せ
て
お
り
、
羽
の
艶
や
胸
周
り
の
短
い
羽

の
質
感
等
細
部
に
暁
斎
の
筆
の
冴
え
が
見
て
取
れ
る
。
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
明
治
十
四
年
）

に
出
品
し
た
「
枯
木
寒
鴉
図
」
が
妙
技
二
等
賞
を
得
、
そ
れ
を
栄
太
楼
主
人
細
田
安
兵
衛
が
百
円

で
購
入
し
て
以
来
暁
斎
は
「
鴉
の
暁
斎
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鴉
図
の
注
文
が
殺
到
し
た

と
い
う
。
下
絵
に
は
「
四
百
五
十
数　
大
画
帖
の
分
エ
入
ル
」（
挿
図
8
）
と
あ
る
。
こ
の
画
帖
の

注
文
元
が
コ
ン
ド
ル
な
の
か
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。「
枝
で
鳴
く
鴉
図
」（
挿
図

9
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
鴉
図
人
気
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
込
め
て
暁
斎
は
「
鴉
万
国
飛
」
や
「
鴉

思
」
等
、
鴉
を
象
っ
た
印
を
数
多
く
作
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
ほ
か
に
も
本
画
帖
に

挿図 9　河鍋暁斎「枝で鳴く鴉図」　アメリカ、メトロポリタン美
術館蔵

挿図 8　河鍋暁斎「英国人画帖下絵」（部分）　河鍋暁斎
記念美術館蔵

挿図 7　河鍋暁斎「英国人画帖
下絵」（部分）　河鍋暁斎記念美
術館蔵
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三
二

は
暁
斎
に
よ
る
鴉
図
が
全
部
で
十
図
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。「
う

ず
く
ま
る
猿
図
」（
挿
図
10
）
は
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）
二
月
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
款
記
「
戌
子
仲
春　

暁
斎
畫
」
が
あ
り
、「
洞
郁
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
、
下
絵
に
も
同
図

様
が
あ
る
。
丁
寧
に
描
か
れ
た
中
景
の
金
泥
の
霞
を
背
景
に
、
突
兀
し
た
岩
の
上
で
寛
ぐ
猿
の
親

子
が
柔
ら
か
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
。
毛
並
み
の
繊
細
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
朱
色
で
塗
ら

れ
た
猿
の
表
情
は
穏
や
か
で
暖
か
み
を
感
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
観
る
も
の
を
引
き
込
む
リ
ア
リ

テ
ィ
に
溢
れ
て
い
る
。「
葡
萄
の
木
か
ら
ぶ
ら
さ
が
る
猿
図
」（
図
版
二
）
も
同
じ
頃
に
制
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
も
下
絵
に
同
図
案
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
猿
図
は
当
時
海
外
で
人
気

の
あ
っ
た
画
題
の
一
つ
で
あ
り
、
特
に
森
狙
仙
の
「
猿
図
」
が
好
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
（
（（
（

。
ま
た
、

ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
ス
ミ
ス
に
売
却
し
た
作
品
の
中
に
も
、
森
狙
仙
筆
と
記
さ
れ
る
猿
図
の
軸
物
や

屛
風
な
ど
が
数
点
含
ま
れ
て
い
る
。
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
も
森
狙
仙
の
猿
に
関
し
て
は
自
身
の
著
作
の

中
で
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
（
（（
（

、
本
画
帖
に
お
い
て
も
、
す
で
に
人
気
の
あ
っ

た
題
材
が
選
ば
れ
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
同
様
の
図
様
が
下
絵
に
認
め
ら
れ
る
作
品
の
一
つ
に
「
蛙
を
捉
え
る
猫
図
」
が

挿図 10　河鍋暁斎「うずくまる猿図」　アメリカ、メトロポリタ
ン美術館蔵

挿図 11　河鍋暁斎「蛙を捉える猫図」　アメリカ、メトロポリタン美
術館蔵

挿図 12　河鍋暁斎「英国人画帖下絵」（部分）　河鍋暁斎記念美
術館蔵
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三
三

あ
る
（
挿
図
11
）。「
如
空
之
印
」
朱
文
輪
形
印
が
捺
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
爛
々
と
し
た
眼
を
見

開
い
た
獰
猛
な
猫
が
一
瞬
で
蛙
を
捉
え
、
そ
の
前
足
に
潰
さ
れ
悲
鳴
を
あ
げ
る
蛙
の
様
子
を
、
ユ

ー
モ
ア
溢
れ
る
セ
ン
ス
と
卓
抜
し
た
筆
力
に
よ
り
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
下
絵
に

は
「
明
治
廿
年
亥
十
一
月
十
二
日
酉
コ
ン
ヤ
町
英
人
コ
ン
テ
エ
ー
ル
方
出
張
之
上
図
画
帖
百
数
之

内
下
画
」
と
あ
る
（
挿
図
12
）。
こ
の
記
述
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
「
英
国
人
画
帖
下
絵
」
は
当
時

紺
屋
町
に
住
ん
で
い
た
コ
ン
ド
ル
の
為
に
描
か
れ
た
画
帖
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
調

査
の
結
果
、
コ
ン
ド
ル
と
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
両
者
の
為
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。「
蛙
を
捉
え
る
猫
図
」
と
は
別
に
、
コ
ン
ド
ル
が
所
有
し
て
い
た
全
八
図
か
ら
な
る
彩
色
画

の
画
帖
、
通
称
「
釈
迦
降
魔
図
画
帖
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
コ
ン
ド
ル
著
『
河
鍋
暁
斎
』

内
「
画
帳
お
よ
び
写
生
の
部
」
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
河
鍋
楠
美
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
後

に
ポ
ー
ル
・
ク
リ
ン
グ
ス
ト
ウ
ル
ー
プ
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
氏
所
蔵
と
な
っ
た
が
、
所
蔵
者
の
没
後

に
売
却
さ
れ
、
現
在
行
方
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
同
画
帖
の
内
二
点
は
本
画
帖
と
同
じ
下
絵
を
基

に
描
か
れ
て
お
り
、
同
図
様
が
本
画
帖
に
も
認
め
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
「
蛙
を
捉
え
る
赤
と
白
の

ぶ
ち
猫
、
岩
に
水
草
」
と
題
す
る
作
品
が
「
蛙
を
捉
え
る
猫
図
」（
挿
図
11
）
と
同
図
様
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
同
作
品
名
を
持
つ
「
牧
童
と
牛
の
群
図
」（
表
お
よ
び
画
帖
一
覧
画
像
34
）
で
あ
る
（
（（
（

。

ま
た
、「
英
国
人
画
帖
下
絵
」
に
は
同
図
様
が
無
い
も
の
の
、
コ
ン
ド
ル
旧
蔵
の
同
画
帖
の
内
「
釈

迦
降
魔
図
」
が
、
現
在
は
軸
装
と
な
っ
て
い
る
「
釈
迦
降
魔
図
」
と
構
図
に
共
通
点
が
見
出
せ
る

た
め
、
こ
ち
ら
も
末
尾
に
掲
載
し
て
い
る
（
表
お
よ
び
画
帖
一
覧
画
像
55
）。

　
「
近
代
日
本
画
帖
」
に
は
約
四
割
を
占
め
る
計
三
十
七
図
の
暁
斎
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
下
絵
に
「
画
帖
百
数
之
内
下
画
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
暁
斎
が
一
人
で
本
画
帖
を
制
作
す
る

意
図
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
二
年
後
の
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
他
の
画
家
に
依
頼
し
て
画
帖
を
完
成
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

か
ら
紹
介
す
る
画
家
と
作
品
の
中
で
そ
の
根
拠
と
な
る
例
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　

三
、
渡
辺
省
亭
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
八
）
作
品

　

暁
斎
に
次
い
で
多
く
の
作
品
を
本
画
帖
に
提
供
し
て
い
る
渡
辺
省
亭
は
暁
斎
同
様
、
国
内
外
で

生
前
高
い
評
価
を
受
け
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
最
も
人
気
の
あ
っ
た
日
本
画
家
の
一
人
と
称

さ
れ
る
も
の
の
、
近
年
に
至
る
ま
で
研
究
者
の
数
も
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、
国
内
で
は
未
だ
回

顧
展
も
行
わ
れ
て
い
な
い
（
（（
（

。
省
亭
は
菊
池
容
斎
の
元
で
自
然
を
手
本
と
す
る
写
実
的
な
手
法
を
学

び
、
柴
田
是
真
の
装
飾
性
を
学
ん
だ
と
言
わ
れ
る
（
（（
（

。「
枝
に
と
ま
り
蜘
蛛
を
み
つ
め
る
鳥
図
」（
図

版
三
）
は
、
鳥
の
描
写
に
見
ら
れ
る
写
生
に
基
づ
い
た
写
実
的
表
現
と
即
興
的
な
筆
法
に
よ
る
枝
、

付
立
技
法
を
用
い
た
鮮
や
か
な
赤
い
葉
に
見
ら
れ
る
装
飾
性
な
ど
、
様
々
な
ス
タ
イ
ル
と
筆
法
が

見
事
に
融
合
し
た
作
品
で
あ
る
。
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て

省
亭
は
蒔
絵
「
牧
牛
童
蒔
絵
青
貝
入
」「
酒
酔
人
物
蒔
絵
焼
物
入
」「
芭
蕉
山
鳥
ノ
蒔
絵
」
の
図
案

の
ほ
か
、日
本
画
で
は「
群
鳩
浴
水
盤
ノ
図
」（
絹
本
）を
出
品
、第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は「
雌

雄
ノ
親
鶏
ニ
ひ
な
鳥
ノ
彩
色
図
」を
出
品
、第
三
回
に
も
作
品
を
出
品
し
て
い
る
（
（（
（

。一
八
七
八
年（
明

治
十
一
）
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
た
工
芸
図
案
で
受
賞
後
、
日
本
人
画
家
と
し
て
初
め
て
パ

リ
に
留
学
し
、
印
象
派
画
家
ら
と
親
交
を
持
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
（（
（

。
ま
た
、
河
鍋
暁
斎
と
並
ん

で
海
外
で
は
省
亭
作
品
の
人
気
は
高
く
、
大
規
模
な
美
術
館
か
ら
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
至
る
ま

で
海
外
で
作
品
を
目
に
す
る
機
会
が
多
い
画
家
で
も
あ
る
。

　

省
亭
は
そ
の
後
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
、
一
九

〇
四
年
（
明
治
三
十
七
）
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
に
出
品
、
賞
を
得
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
明
治

二
十
年
代
に
は
皇
居
内
天
井
飾
を
手
が
け
る
等
、
国
内
外
で
の
活
躍
ぶ
り
が
際
立
っ
て
い
る
（
（（
（

。
さ

ら
に
、
活
動
の
場
を
木
版
画
の
世
界
に
も
広
げ
、『
省
亭
花
鳥
画
譜
』
の
ほ
か
、
口
絵
・
挿
絵
で

も
活
躍
し
、
意
匠
修
練
の
指
導
書
と
な
る
べ
く
企
画
出
版
さ
れ
た
美
術
雑
誌
『
美
術
世
界
』
で
は

編
集
主
任
も
務
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
験
・
実
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
華
々
し
い
活
躍
は
当
然
ブ

リ
ン
ク
リ
ー
の
目
に
も
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
自
ら
の
著
作
で
あ
るJapan 

and C
hina. Its H

istory Arts and Literature

（
七
巻
）
で
、
省
亭
を
西
洋
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
先

駆
的
な
画
家
で
あ
っ
た
渡
辺
崋
山
に
繫
が
る
画
家
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
、「
生
存
す
る
画
家

中
で
最
も
高
い
評
価
を
与
え
る
べ
き
大
家
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
岡
倉
天
心
も
省

亭
を
高
く
評
価
し
、
日
本
美
術
院
に
招
く
べ
く
、
富
岡
永
洗
を
使
い
に
出
し
た
も
の
の
省
亭
に
断

ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。　

　

で
は
、
作
品
を
見
て
み
よ
う
。「
桜
に
小
禽
図
」（
挿
図
13
）
は
優
美
な
色
彩
と
洗
練
さ
れ
た
写

実
表
現
、
そ
し
て
大
胆
な
筆
さ
ば
き
を
用
い
た
花
鳥
画
で
あ
り
、
西
洋
リ
ア
リ
ズ
ム
と
日
本
絵
画

の
伝
統
の
融
合
を
実
現
し
た
画
家
の
力
量
を
十
分
に
示
し
て
い
る
。「
葦
辺
遊
鴨
図
」（
挿
図
14
）
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三
四

は
、
ク
ラ
ク
フ
美
術
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
省
亭
の
同
題
材
の
作
品
が
あ
る
が
、
芦
辺
の
鴨
の

躍
動
感
溢
れ
る
羽
ば
た
き
に
よ
っ
て
起
こ
る
水
の
さ
ざ
波
や
し
ぶ
き
な
ど
に
、
渡
欧
経
験
で
磨
き

を
か
け
た
写
実
表
現
と
印
象
派
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
と
共
に
、
付
立
技
法
に
見
ら
れ
る
情
感
を

た
た
え
た
筆
墨
が
見
事
に
調
和
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
色
彩
豊
か
で
か
つ
日
本
の
伝
統
的
な
線

描
と
の
融
合
と
い
っ
た
新
味
と
斬
新
さ
を
感
じ
さ
せ
る
省
亭
の
作
品
は
、
当
時
外
国
人
コ
レ
ク
タ

ー
の
間
で
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
版
画
、
そ
し
て
工
芸
品
の
図
案
と
し
て
も
人
気
を
博
し
た
。
中

で
も
大
変
人
気
の
高
か
っ
た
七
宝
作
家
、
濤
川
惣
助
の
為
に
多
く
の
図
案
を
手
が
け
、
こ
う
し
た

工
芸
品
を
含
め
相
当
数
の
作
品
が
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
沸
い
た
欧
米
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
ま
っ
て

い
る
。
佐
藤
道
信
氏
は
十
九
世
紀
の
欧
米
人
が
好
ん
だ
日
本
美
術
の
内
容
を
分
析
し
、「
生
活
風

俗
と
そ
の
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
」「
ウ
イ
ッ
ト
や
笑
い
」「
高
度
な
技
術
性
」「
豊
か
な
装
飾
性
」
を
挙

げ
る
ほ
か
、
人
気
の
理
由
を
「
処
方
的
な
筆
法
と
写
実
の
妙
」
お
よ
び
「
着
彩
の
側
筆
に
よ
る
付

立
技
法
が
西
洋
美
術
で
尊
重
さ
れ
る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
近
似
」
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
（
（（
（

、

「
葦
辺
遊
鴨
図
」（
挿
図
14
）
に
も
そ
の
技
法
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
画
帖
に
収
め
ら
れ
て

い
る
省
亭
作
品
の
制
作
時
期
だ
が
、
技
法
、
図
様
と
も
に
よ
く
似
た
ク
ラ
ク
フ
美
術
館
所
蔵
作
品

の
制
作
年
や
、
本
画
帖
内
の
暁
斎
作
品
の
制
作
年
か
ら
推
定
す
る
に
、
省
亭
作
品
は
す
べ
て
一
八

八
七
年
（
明
治
二
十
）
過
ぎ
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。
冒
頭
で
触
れ
た
が
、
安
村
敏
信
氏

は
本
画
帖
中
「
如
空
之
印
」
を
持
つ
作
品
で
あ
る
「
蛙
を
捉
え
る
猫
図
」「
木
菟
図
」「
小
禽
を
捕

ま
え
る
鷲
図
」「
滝
、
鷲
に
猿
図
」
に
は
暁
斎
の
弟
子
や
娘
の
暁
翠
の
補
筆
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、

大
量
注
文
を
受
け
、
制
作
の
途
上
で
没
し
た
暁
斎
に
代
わ
っ
て
彼
ら
が
画
帖
を
完
成
さ
せ
た
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
作
品
は
暁
斎
が
没
す
る
一
年
前
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）

頃
の
作
品
で
あ
り
、
こ
の
時
期
す
で
に
画
帖
完
成
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
同
時
期
に
注

文
主
で
あ
っ
た
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
画
帖
完
成
に
向
け
て
、
省
亭
、
そ
し
て
後
述
す
る
川
端
玉
章
や

橋
本
雅
邦
に
も
画
帖
作
品
の
注
文
を
し
た
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
、
国
内
で
も
人
気
が
高
か
っ
た
様
子
が
窺
え
る
省
亭
は
、
現
在
な
ぜ
知
名
度

が
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
下
裕
二
氏
は
「
い
わ
ゆ
る
商
業
美
術
的
な
世
界
に

身
を
置
い
た
こ
と
が
災
い
し
て
か
、
ま
た
、
か
な
り
の
数
の
作
を
量
産
し
た
こ
と
が
徒
と
な
っ
た
」

こ
と
を
省
亭
作
品
の
評
価
の
低
さ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（
（（
（

。
佐
藤
道
信
氏
は
、
省
亭
が
国
内

で
は
大
衆
的
人
気
と
い
う
よ
り
は
一
部
の
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
高
収
入

挿図 13　渡辺省亭「桜に小禽図」　アメリカ、メトロポリタン美
術館蔵

挿図 14　渡辺省亭「葦辺遊鴨図」　アメリカ、メトロポリタン美
術館蔵
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35

三
五

の
画
家
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
つ
ま
り
省
亭
後
の
日
本
画
家
、
た
と
え
ば
菱
田
春
草
や
横
山

大
観
な
ど
の
よ
う
に
、
一
作
品
ご
と
の
価
格
は
比
較
的
低
く
と
も
中
流
階
級
に
支
え
ら
れ
、
ま
た

広
く
展
覧
会
に
出
品
し
た
ほ
か
、
百
貨
店
で
展
示
即
売
会
を
行
う
な
ど
新
興
美
術
市
場
で
販
路
を

広
げ
て
幅
広
い
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
画
家
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

ま
た
、
晩
年
は
博
覧
会
お
よ
び
共
進
会
の
審
査
の
あ
り
方
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
説
や
、

「
東
洋
絵
画
会
」
以
外
は
特
に
美
術
団
体
に
属
し
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
省
亭
の
人
柄
が
祟

っ
て
か
、
同
門
か
ら
箱
書
き
を
書
く
人
も
出
な
く
な
っ
た
と
い
う
逸
話
を
残
す
な
ど
少
々
癖
の
あ

る
人
物
像
が
浮
か
び
上
が
る
が
（
（（
（

、
洋
画
を
取
り
入
れ
た
写
実
的
日
本
画
家
と
し
て
一
家
を
成
し
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
教
科
書
的
な
近
代
日
本
美
術
史
の
記
述
か
ら
省
亭
の
名
前
が
消
え
て
い
っ

た
理
由
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
省
亭
同
様
に
生
前
は
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け

な
が
ら
も
、
次
第
に
国
内
と
海
外
の
知
名
度
に
差
が
生
じ
た
画
家
の
一
人
に
川
端
玉
章
が
い
る
。

　
　
　

四
、
川
端
玉
章
（
一
八
四
二
〜
一
九
一
三
）
作
品

　

円
山
四
条
派
の
流
れ
を
汲
む
日
本
画
家
、
川
端
玉
章
は
、
東
京
美
術
学
校
教
授
を
務
め
、
川
端

画
学
校
を
設
立
し
後
進
を
育
て
る
な
ど
、
生
前
、
画
壇
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
（
（（
（

。

同
じ
く
東
京
美
術
学
校
教
授
で
あ
り
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
、
下
村
観
山
な
ど
日
本
美
術
院
の

屋
台
骨
と
な
っ
た
若
手
を
育
て
て
い
っ
た
橋
本
雅
邦
に
並
ぶ
大
家
と
し
て
対
比
さ
れ
て
い
た
も
の

の
、
没
後
は
次
第
に
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
、
近
年
ま
で
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し

た
中
で
近
年
、
塩
谷
純
氏
が
円
山
派
の
流
れ
を
汲
み
、
写
生
を
重
ん
じ
た
画
家
と
し
て
強
調
さ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
玉
章
を
、
そ
れ
と
は
一
線
を
画
す
画
家
と
し
て
再
評
価
し
、
ま
た
パ
ト
ロ
ン

と
の
関
係
、
作
画
活
動
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
研
究
を
き
っ
か
け
に

今
後
は
国
外
で
も
玉
章
研
究
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

川
端
玉
章
は
三
井
家
へ
の
奉
公
の
後
、
円
山
派
の
松
村
景
文
（
一
七
七
九
〜
一
八
四
三
）
の
息

子
、
玉
文
に
習
い
、
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）、
十
一
歳
の
時
に
中
島
来
章
（
一
七
九
六
〜
一
八
七
一
）

の
元
で
学
ん
だ
。
玉
章
と
い
う
名
は
こ
の
二
人
の
師
か
ら
一
字
ず
つ
取
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
後
、南
画
家
、小
田
海
僊（
一
七
八
五
〜
一
八
六
二
）の
元
で
画
論
を
学
ん
だ
（
（（
（

。
一
八
六
六
年（
慶

応
二
）、
東
京
日
本
橋
に
居
を
移
す
も
の
の
、
当
時
、
日
本
画
を
求
め
る
も
の
は
少
な
く
、
高
橋

由
一
（
一
八
二
八
〜
九
四
）
や
五
姓
田
芳
柳
（
一
八
二
七
〜
九
二
）
に
相
談
し
、
英
国
人
画
家
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
（
一
八
三
二
〜
九
一
）
に
油
絵
を
習
い
日
本
画
の
革
新
を
考
え
た
と
い
う

説
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
高
橋
由
一
に
は
油
絵
を
習
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
（（
（

。
橋
本
雅
邦
、
荒
木
寛
畝

と
い
っ
た
傑
出
し
た
日
本
画
家
同
様
に
明
治
初
期
、
洋
画
に
手
を
染
め
糊
口
を
凌
い
で
い
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
一
八
八
一
〜
二
年
（
明
治
十
四
〜
五
）
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
日
本
画
の

革
新
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
次
第
に
玉
章
ら
に
も
活
動
の
場
が
巡
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

玉
章
は
一
八
八
七
年
（
明
治
十
）、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た
「
浜
離
宮
」
が
賞

賛
を
博
し
、
一
気
に
名
が
広
ま
り
、
こ
れ
以
後
第
五
回
ま
で
欠
か
す
こ
と
な
く
出
品
す
る
。
こ
の

後
、
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）、
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
）
に
開
催
さ
れ
た
内
国
絵
画
共
進
会

に
も
「
大
極
殿
」「
嵐
山
」「
武
陵
図
」「
桃
源
図
」
等
を
出
品
す
る
。
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）、

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
作
「
墨
堤
春
暁
」
で
は
二
等
妙
技
賞
を
獲
得
し
た
。
塩
谷
氏
は
玉

章
の
洋
画
修
得
の
成
果
と
し
て
の
「
陰
影
法
」
を
「
墨
堤
春
暁
」
に
見
出
し
て
い
る
が
（
（（
（

、
同
様
に

一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
）、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
作
「
嵐
山
春
ノ
彩
景
彩
色
画
」
や

御
物
に
な
っ
た
「
吉
野
山
の
櫻
」
に
は
玉
章
の
古
画
の
研
究
お
よ
び
洋
画
の
彩
色
法
が
認
め
ら
れ

る
（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
作
品
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
「
春
景
山
水
図
」（
挿
図
15
）
で
は
、
山
の
峰
に

う
っ
す
ら
と
か
か
る
霞
や
雲
、
そ
し
て
遠
景
に
な
る
に
つ
れ
、
薄
墨
で
遠
近
感
を
出
し
た
奥
行
き

表
現
に
は
洋
画
に
学
ん
だ
近
代
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
の
ど
か
な
山
村
で
咲
く
桜
の
花
の
控
え
め
な

華
や
か
さ
に
は
日
本
的
情
緒
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
画
面
左
に
描
か
れ
た
切
り
立
っ
た
断
崖
は
未

だ
山
水
図
の
域
を
完
全
に
は
脱
し
て
お
ら
ず
、「
山
水
画
」
か
ら
「
風
景
画
」
へ
の
過
渡
期
段
階

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
山
景
図
」（
挿
図
16
）
は
画
面
中
央
か
ら
右
に

か
け
て
険
し
く
切
り
立
っ
た
岩
山
を
配
置
、
伝
統
的
筆
墨
で
岩
山
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
描
き
つ
つ

も
、
立
体
感
を
出
す
た
め
に
緑
色
の
濃
淡
で
自
然
な
陰
影
を
作
る
な
ど
洋
画
を
思
わ
せ
る
描
写
法

が
際
立
つ
。
画
面
中
央
か
ら
左
後
方
は
淡
彩
色
で
う
っ
す
ら
と
霞
ん
だ
風
景
を
描
き
出
す
こ
と
で

遠
近
感
を
意
識
し
た
自
然
な
風
景
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
は
玉
章

が
古
画
に
学
ん
だ
写
意
と
日
本
画
に
お
け
る
風
景
画
の
受
容
に
対
す
る
実
験
的
意
識
の
二
極
性
が

現
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玉
章
は
一
般
的
に
写
生
を
重
ん
じ
た
画
家
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
叙
情
的
な
表
現
に
巧
み
な
線
描
を
融
合
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
作
品

か
ら
は
洋
画
か
ら
学
ん
だ
写
実
性
だ
け
で
な
く
、
支
那
画
や
古
画
か
ら
学
ん
だ
写
意
も
念
頭
に
置
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三
六

い
た
上
で
の
作
画
が
窺
え
る
（
（（
（

。「
何
ふ
し
て
も
日
本
画
は
筆
墨
に
妙
を
寓
し
て
往
っ
て
、
而
し
て

少
し
ウ
ソ
を
混
ぜ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
ウ
ソ
と
云
っ
て
も
無
い
こ
と
や
何
か
を
描
く
の
で
は

無
い
、
画
に
表
さ
ん
と
す
る
目
的
物
の
情
意
や
勢
を
我
脳
中
に
描
き
て
之
を
其
侭
筆
に
現
は
す
の

で
す
」
と
玉
章
は
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
写
意
あ
る
い
は
、
橋
本
雅
邦
が
重
ん
じ

た
「
こ
こ
ろ
も
ち
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
の
本
画
帖
作
品
に
は
、
明
治
時
代
の
急

激
な
西
洋
化
へ
の
反
発
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
日
本
の
伝

統
的
風
景
画
、
花
鳥
画
、
長
沢
芦
雪
の
仔
犬
図
（
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
彷
彿
さ

せ
る
よ
う
な
即
興
的
で
あ
り
な
が
ら
見
事
な
筆
致
で
描
か
れ
た
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
愛
ら
し
い
動
物

画
「
仔
犬
図
」（
挿
図
17
）
な
ど
海
外
コ
レ
ク
タ
ー
に
も
好
ま
れ
る
題
材
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

玉
章
は
教
育
者
と
し
て
も
、名
高
く
小
学
校
あ
る
い
は
家
庭
に
お
い
て
運
筆
の
大
意
を
修
練
し
、

さ
ら
に
着
色
の
初
歩
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
『
習
画
百
題
』
を
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）

に
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
同
様
の
動
植
物
画
題
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
本
画
帖

作
品
と
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
本
画
帖
の
各
図
落
款
か
ら
、
一
八
九
一

挿図 16　川端玉章「山景図」　アメリカ、メトロポリタン美術館蔵 挿図 15　川端玉章「春景山水図」　アメリカ、メトロポリタン美
術館蔵

挿図 17　川端玉章「仔犬図」　アメリカ、メトロポリタン美術館蔵
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・
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コ
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代
日
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三
七

年
（
明
治
二
十
四
）
前
後
の
作
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
（（
（

。
暁
斎
没
前
後
、
比
較
的
早
い
段
階
で
ブ

リ
ン
ク
リ
ー
は
玉
章
に
作
品
を
依
頼
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー

が
主
筆
を
務
め
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
に
「
日
本
に
お
け
る
芸
術
家
の
位
置
付

け
」（
一
八
八
九
年
〈
明
治
二
十
二
〉
十
二
月
二
十
一
日
発
行
）
と
い
う
見
出
し
で
「
偉
大
な
現
代
画

家
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
狩
野
芳
崖
、
橋
本
雅
邦
、
河
鍋
暁
斎
、
川
端
玉
章
、
狩
野
友
信
で

あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、前
述
のJapan and C

hina. Its H
istory Art and Literature （

七

巻
）
の
中
で
「
川
端
玉
章
、
橋
本
雅
邦
、
尾
形
月
耕
、
今
尾
景
年
、
滝
和
亭
、
熊
谷
直
彦
、
野
村

文
挙
、
渡
辺
省
亭
、
荒
木
寛
畝
の
才
能
は
他
の
者
よ
り
傑
出
し
て
お
り
、
彼
ら
は
自
身
が
属
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
画
派
の
資
質
を
最
も
際
立
っ
て
継
承
し
た
画
家
た
ち
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
注
目
し
た
い
（
（（
（

。Th
e Art of Japan (J. B. M

illet C
om

pany, 1901) 

で
は
、
玉
章
の
「
墨
堤

春
暁
」
が
白
黒
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
玉
章
に
対
す
る
高
い
評
価
が
作
品

を
依
頼
し
た
理
由
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

海
外
で
の
玉
章
人
気
は
死
後
も
長
ら
く
衰
え
ず
、
息
子
の
茂
章
は
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
）

に
川
端
画
学
校
か
ら
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
絶
版
と
な
っ
た
「
玉
章
画
譜
」
に
、
新
た
に
御
物
や
個

人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
加
え
「
玉
章
翁
遺
墨
集
」
と
し
て
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
出
版

し
て
い
る
。
こ
れ
は
海
外
の
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
ワ
ト
ソ
ン
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
に
も
収
ま
っ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
生
前
か
ら
二
十
世
紀
中
葉
ま
で
高
い
評
価
を
受
け

て
い
た
要
因
と
し
て
は
、
東
京
美
術
学
校
教
授
、
帝
室
技
芸
員
、
文
展
審
査
員
、
共
進
会
、
博
覧

会
の
鑑
査
官
、
審
査
員
な
ど
重
職
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
日
本
美
術
院
と
対
峙
す
る
平
福
百
穂
（
一

八
七
七
〜
一
九
三
三
）、
結
城
素
明
（
一
八
七
五
〜
一
九
五
七
）
ら
无
声
会
の
画
家
を
育
て
上
げ
た
功

績
を
含
め
、
近
代
日
本
画
の
巨
匠
と
し
て
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
反
面
、
日
本
美
術
院
の
よ
う
に
後
継
者
に
よ
る
系
統
だ
っ
た
顕
彰
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
玉
章
は
次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
（
（（
（

。

　
　
　

五
、
橋
本
雅
邦
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
八
）
作
品

　

日
本
近
代
美
術
史
上
、狩
野
芳
崖
と
並
び
伝
統
絵
画
復
興
並
び
に
日
本
画
革
新
の
主
役
と
し
て
、

ま
た
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
、
下
村
観
山
ら
を
育
て
た
功
績
等
か
ら
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
確
立

し
、
国
内
の
美
術
市
場
で
も
近
代
か
ら
現
代
ま
で
安
定
し
た
高
評
価
を
保
っ
て
い
る
橋
本
雅
邦
に

つ
い
て
の
略
歴
を
今
さ
ら
語
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
画

帖
の
中
で
唯
一
、
近
代
か
ら
現
代
ま
で
一
貫
し
て
国
内
で
知
名
度
が
高
い
例
外
的
な
画
家
と
し
て

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

簡
単
に
概
略
を
述
べ
る
と
し
よ
う
。
橋
本
雅
邦
は
木
挽
町
狩
野
勝
川
院
雅
信
に
七
歳
年
上
の
狩

野
芳
崖
と
共
に
学
び
同
家
を
支
え
、
勝
川
院
塾
四
天
王
の
一
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
が
、
明
治
維

新
に
よ
り
職
を
失
い
、
一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
兵
部
省
よ
り
申
し
付
け
ら
れ
製
図
掛
と
し
て
働

く
。
海
軍
に
十
五
年
勤
め
て
い
る
間
に
独
学
で
油
絵
を
学
び
、
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
ウ
ィ
ー

ン
万
国
博
覧
会
に
は
日
本
全
国
地
図
を
制
作
し
出
品
す
る
。
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）
頃
か
ら

各
種
絵
画
共
進
会
に
出
品
、特
に
一
八
九
〇
年（
明
治
二
十
三
）の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で「
白

雲
紅
樹
」
が
一
等
妙
技
賞
を
獲
得
後
、
一
躍
全
国
に
名
を
広
め
、
そ
の
後
は
一
八
九
三
年
（
明
治

二
十
六
）
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
パ
リ
万
国
博
覧
会
、

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
）
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
海
外
で
も
知
名
度
を
高
め

る
（
（（
（

。
加
え
て
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）
に
は
東
京
美
術
学
校
教
授
、
同
年
帝
室
技
芸
員
に

任
命
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
画
家
と
し
て
盤
石
の
地
位
を
築
く
。
ま
た
顕
彰
が
行
わ
れ
続
け
た
理
由

と
し
て
は
、
そ
の
後
の
近
代
日
本
美
術
史
を
席
巻
す
る
日
本
美
術
院
系
の
後
進
を
育
て
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
明
治
後
期
に
は
、
三
越
や
高
島
屋
美
術
部
主
催
の
展
示
即
売
会
と
い
っ
た
一
般
美

術
市
場
向
け
作
品
が
高
価
格
で
売
買
さ
れ
る
な
ど
、
他
の
画
家
の
群
を
抜
い
て
人
気
が
高
く
好
印

象
の
画
家
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
（（
（

。

　

雅
邦
と
い
え
ば
「
写
生
の
玉
章
」
と
度
々
比
較
さ
れ
る
「
写
意
」
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ
、
狩

野
派
か
ら
継
承
し
た
伝
統
技
法
と
「
こ
こ
ろ
も
ち
」
に
体
現
さ
れ
る
精
神
性
と
、
色
彩
の
濃
淡
で

空
気
遠
近
法
を
表
現
す
る
な
ど
近
代
的
空
間
表
現
で
明
治
期
の
日
本
画
革
新
に
大
き
く
寄
与
し
た

人
物
で
あ
る
。
空
気
遠
近
法
を
用
い
た
山
水
画
で
あ
る
「
山
間
旗
亭
図
」（
挿
図
18
）
は
、
前
景

に
は
狩
野
派
の
伝
統
的
筆
法
で
あ
る
皴
法
で
松
や
山
肌
を
表
現
し
、
そ
こ
か
ら
中
景
に
広
が
る
村

落
は
子
供
が
犬
と
駆
け
回
る
姿
や
湖
畔
の
柳
が
清
涼
感
あ
る
淡
彩
色
で
描
か
れ
、
湖
沼
の
湿
っ
た

大
気
と
朦
朧
と
し
た
霞
を
墨
の
濃
淡
を
用
い
て
描
き
、
奥
行
き
の
あ
る
空
間
を
表
現
し
て
い
る
。

全
体
と
し
て
は
光
と
空
気
の
描
写
が
、
画
帖
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
雅
邦
の
他
の
山
水
図
よ
り
明

る
い
着
色
で
描
か
れ
て
お
り
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
風
景
画
の
味
わ
い
を
持
つ
作
品
に
仕
上
が
っ

て
い
る
。「
山
水
」
か
ら
「
風
景
画
」
へ
と
日
本
画
が
変
革
し
て
い
く
そ
の
過
渡
期
を
感
じ
さ
せ
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三
八

る
作
品
と
も
言
え
よ
う
。
制
作
年
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
落
款
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
一
八
八
九

年
（
明
治
二
十
二
）
以
前
に
描
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
本
画
帖
に
は
山
水
画
を
中
心
に
近
世
以
前
か
ら
人
気
の
あ
っ
た
伝
統
的
な
題
材
の

「
牧
童
図
」（
挿
図
19
）
も
含
め
計
六
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
牧
童
図
」
の
中
景
の
空
に
は
、

ほ
ん
の
り
と
朱
を
帯
び
た
夕
焼
け
の
空
と
巣
に
帰
る
鳥
を
描
き
、
風
で
た
な
び
く
芒
群
を
水
辺
に

添
え
な
が
ら
光
と
空
気
を
描
写
し
て
い
る
。
前
景
の
陰
影
を
施
し
た
牛
の
写
実
的
描
写
や
遠
近
感

を
意
識
し
た
構
図
に
は
雅
邦
の
洋
画
経
験
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
画
帖
に
収
め
ら
れ
て
い
る
雅
邦
の
作
品
数
が
他
の
大
家
に
比
べ
て
少
な
い
の
は

何
か
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
、
前
述
のJapan and C

hina. Its H
istory Art 

and Literature

（
七
巻
）
で
、
雅
邦
を
省
亭
、
玉
章
ら
と
共
に
現
代
の
偉
大
な
画
家
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
西
洋
技
法
を
日
本
画
に
取
り
入
れ
た
「
折
衷
派
」
の
先
鋒
で
あ
っ
た
彼
の
試
み
と
成

果
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
評
価
を
与
え
つ
つ
も
、
日
本
の
伝
統
絵
画
の
特
徴
と
魅
力
を
損
な
う
可

能
性
を
危
惧
し
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
（
（（
（

。
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
雅
邦
の
属
す
る
日
本
美
術
院
と
対
峙

し
て
い
た
保
守
派
の
日
本
美
術
協
会
名
誉
会
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、「
折
衷

派
」
に
対
し
て
は
慎
重
な
態
度
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
（
（（
（

。
し
か
し
、Japan and C

hina. Its 

H
istory Arts and Literature

（
七
巻
）
は
本
画
帖
完
成
後
に
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
、
横
山
大
観
、

菱
田
春
草
ら
の
作
品
が
「
朦
朧
体
」
と
し
て
美
術
界
で
大
き
な
批
判
を
受
け
て
い
た
時
期
と
も
重

な
る
こ
と
か
ら
、
本
画
帖
内
で
雅
邦
の
作
品
が
少
な
い
こ
と
に
直
接
の
理
由
を
見
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
む
し
ろ
当
時
開
校
し
て
間
も
な
い
東
京
美
術
学
校
教
授
と
し
て
就
任
し
、
多
忙
を
極
め

て
い
た
雅
邦
に
大
量
制
作
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
て
、こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
画
家
と
作
品
は
日
本
美
術
史
上
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、

知
名
度
も
非
常
に
低
い
画
家
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
単
に
無
名
画
家
を

掘
り
起
こ
す
こ
と
だ
け
を
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
な
ぜ
現
在
無
名
の
画
家
が
、
一
般
的
に

著
名
な
画
家
と
一
緒
に
画
帖
に
収
ま
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
理
由
を
探
る
こ
と
で
、
現
代
に
お
い

て
無
名
な
画
家
が
当
時
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
を
立
証
す
る
こ
と
に
も
成
り
得

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
こ
う
し
た
画
家
た
ち
と
接
点

を
持
ち
得
た
の
か
を
探
る
こ
と
は
、
当
時
の
美
術
界
と
の
人
脈
を
辿
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
同
時

に
、
近
代
日
本
美
術
史
と
近
代
日
本
画
家
の
再
評
価
の
一
端
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

挿図 18　橋本雅邦「山間旗亭図」　アメリカ、メトロポリタン美
術館蔵

挿図 19　橋本雅邦「牧童図」　アメリカ、メトロポリタン美術館
蔵
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三
九

　
　
　

六
、
関
袖
江
（
一
八
五
八
〜
一
九
一
五
）
作
品

　
『
仙
台
人
名
大
辞
書
』
を
紐
解
く
と
、
関
袖
江
の
名
は
晋
、
幼
名
は
太
郎
七
と
い
い
、
後
に
太

と
改
め
た
と
あ
る
。
ま
た
、
羽
後
国
酒
田
港
下
匠
町
の
出
身
で
、
長
く
仙
台
国
分
町
に
住
み
絵
を

生
業
と
し
て
、
鯉
図
を
最
も
得
意
と
し
て
い
た
が
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
五
月
享
年
五
十
七

歳
で
仙
台
に
て
没
し
、
酒
田
安
祥
寺
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
加
え
て
、
当
時
の
展

覧
会
・
共
進
会
・
美
術
団
体
の
記
録
等
か
ら
袖
江
の
活
動
の
履
歴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
一

八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）、
三
十
一
歳
の
時
に
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
「
游
魚
図
」
を
出
品

し
て
い
る
（
（（
（

。
同
年
十
一
月
に
は
保
守
派
の
美
術
団
体
、
日
本
美
術
協
会
会
員
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
、『
日
本
美
術
協
会
報
告
』（
三
十
六
号
）
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
さ
ら
に
同
年
同
月
、
日
本

美
術
協
会
に
「
福
女
図
」（
着
色
画
）、「
老
馬
図
」（
水
墨
画
）
を
出
品
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
（（
（

、
こ

の
時
期
に
は
東
北
か
ら
東
京
へ
上
京
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
翌
年
一
八
九
一
年
（
明

治
二
十
四
）
五
月
、
日
本
美
術
協
会
春
期
展
覧
会
に
お
い
て
、「
游
魚
図
」
を
出
品
、
二
等
褒
状

を
獲
得
し
（
（（
（

、
講
評
に
は
「
墨
気
乏
シ
ト
雖
モ
布
置
観
ル
ヘ
シ
」
と
あ
る
（
（（
（

。
袖
江
は
洋
画
に
も
関
心

が
あ
り
、
同
年
に
は
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
に
創
設
さ
れ
た
日
本
初
の
洋
画
団
体
、
明
治

美
術
会
賛
助
会
員
に
も
な
っ
て
い
る
（
（（
（

。も
っ
と
も
洋
画
団
体
に
所
属
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、

こ
の
時
期
に
日
本
画
と
洋
画
を
並
行
し
て
描
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
記
録
に

あ
る
作
品
は
す
べ
て
日
本
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
洋
画
に
関
し
て
は
そ
の
技
法
な
ど
に
興
味
を
持

つ
と
い
う
程
度
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
洋
画
に
対
す
る
関
心
は
、
先
述
の
画

家
に
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
た
め
、
近
代
化
へ
突
き
進
む
日
本
の
中
に
あ
っ
て
洋
画
に
少
な
か
ら

ず
関
心
を
持
つ
日
本
画
家
は
多
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

さ
て
、
本
画
帖
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
袖
江
作
品
は
全
十
六
図
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
制
作
年
が

明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
三
点
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
、「
游
魚
図
」（
挿
図
20
）
は
「
辛
卯
仲
夏
日　

羽
陽　
袖
江
関
晋
」
の
款
記
か
ら
一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
）
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
鯉
の
画
家
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
だ
け
あ
り
、
魚
を
題
材
に
し
た
作
品
は
計
十
六
図
中
十

四
図
に
及
び
、「
游
魚
図
」以
外
は
年
代
を
示
す
記
述
は
な
い
も
の
の
十
四
図
す
べ
て
に
、「
游
魚
図
」

と
同
じ
く
「
羽
陽　

袖
江
関
晋
」
と
の
款
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
は
一
八
九
一
年
（
明

治
二
十
四
）頃
の
作
品
だ
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
残
り
二
図
に
つ
い
て
は「
山
中
訪
友
図
」が「
壬

辰
晩
春
日　

羽
陽　

袖
江
関
晋
」、「
雪
景
山
水
図
」（
挿
図
3
）が「
壬
辰
晩
春
日　

羽
陽　

袖
江
関
」

の
款
記
か
ら
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
）、
ま
さ
に
ス
ミ
ス
夫
妻
が
訪
日
し
た
時
期
の
作
品
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
山
中
訪
友
図
」
は
、
雅
邦
の
「
山
間
旗
亭
図
」（
挿
図
18
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
日
本
画
の
伝

統
的
筆
墨
や
湿
潤
を
感
じ
さ
せ
る
大
気
表
現
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
袖
江
が
制
作
の
際
に
す

で
に
完
成
し
て
い
た
本
画
帖
内
の
他
の
画
家
に
よ
る
作
品
を
参
考
に
し
た
か
、
あ
る
い
は
画
帖
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
作
画
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
「
雪
中
山
水
図
」
に
は

玉
章
が
用
い
た
よ
う
な
陰
影
法
が
よ
り
際
立
っ
て
お
り
、
岩
肌
の
立
体
表
現
に
は
袖
江
の
洋
画
体

験
と
そ
の
技
法
が
大
い
に
現
れ
て
い
る
。
他
の
作
品
は
す
べ
て
魚
類
を
題
材
に
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
袖
江
が
共
進
会
・
展
覧
会
等
で
発
表
し
た
作
品
の
中
で
も
同
様
に
際
立
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
ス
ミ
ス
夫
妻
の
滞
日
中
で
あ
る
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）、『
日
本
美
術
協

会
報
告
』（
七
十
一
号
）
に
よ
れ
ば
、日
本
美
術
協
会
秋
期
展
覧
会
に
お
い
て
「
雨
余
游
鯉
図
屛
風
」

が
三
等
褒
状
を
獲
得
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
大
塚
商
会　

大
塚
松
蔵
品
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
同

人
の
協
力
を
得
て
同
展
覧
会
に
出
品
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
ま
で
に「
褒
状
一
等
」一
回
、「
褒
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〇

状
二
等
」
一
回
、「
褒
状
三
等
」
二
回
の
受
賞
歴
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
し
か
し
、

現
時
点
で
確
認
で
き
る
の
は
一
八
九
一
年（
明
治
二
十
四
）褒
状
二
等
、一
八
九
三
年（
明
治
二
十
六
）

褒
状
三
等
の
み
で
あ
る
。
現
在
、
国
内
で
確
認
が
で
き
た
袖
江
作
品
と
し
て
、
宮
城
県
の
実
業
家
・

政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
た
伊
澤
平
左
衛
門
（
一
八
五
八
〜
一
九
三
四
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

後
に
宮
城
県
美
術
館
所
蔵
と
な
っ
た
「
鯉
魚
之
図
」（
挿
図
21
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に

「
鯉
図
」
は
袖
江
が
最
も
得
意
と
す
る
代
表
的
画
題
だ
が
、
実
際
に
見
て
み
る
と
円
山
応
挙
の
写

生
の
影
響
を
思
わ
せ
る
透
明
感
の
あ
る
自
然
描
写
と
明
治
美
術
会
を
通
じ
て
知
り
得
た
と
思
わ
れ

る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
受
容
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
河
鍋
暁
斎
作
「
鯉
図
」
が
画
帖
内
に
収
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
鯉
図
」
を
得
意
と
す
る
関
袖
江
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
さ
ら
に
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
意
向
で
あ
ろ
う
か
、
い
ず
れ
も
写
生
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る

鰻
、
海
老
、
淡
水
魚
、
海
水
魚
、
カ
ワ
ウ
ソ
ま
で
多
種
多
様
な
図
が
本
画
帖
内
に
見
ら
れ
る
。

　

ス
ミ
ス
夫
妻
が
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
翌
年
の
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
）
に
は
第
三
回
日

本
青
年
絵
画
共
進
会
に
「
鯉
魚
図
」
を
出
品
し
、「
品
位
卑
シ
カ
ラ
ズ
」
と
評
価
を
受
け
る
（
（（
（

。
彼

の
画
家
と
し
て
の
足
取
り
が
追
え
る
最
後
の
作
品
は
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
）
第
五
回
内

国
勧
業
博
覧
会
「
第
十
部　

美
術
及
美
術
工
芸　

第
五
十
六
類　

絵
画
部
」
に
出
品
し
た
「
猿
」

で
、
こ
れ
以
後
東
京
下
谷
か
ら
仙
台
へ
と
越
し
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。
郷
里

の
酒
田
で
の
事
跡
、
師
弟
関
係
、
お
よ
び
仙
台
に
居
を
移
し
て
か
ら
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
謎
が
残
る
画
家
で
あ
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
袖
江
が
岡
倉
天
心
が
会
頭

を
務
め
て
い
た
新
派
系
団
体
の
「
日
本
青
年
絵
画
協
会
」
に
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
団
体
に
は
玉
章
、
雅
邦
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
人
と
面
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も

不
思
議
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
も
名
誉
会
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
保
守
派

系
日
本
画
団
体
「
日
本
美
術
協
会
」
の
会
員
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
同
会
に
出
品
、
褒
状
を
得

て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
で
ア
ー
ト
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
も
あ
っ
た
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
自

身
の
目
に
留
ま
っ
た
可
能
性
も
無
視
で
き
な
い
。
袖
江
と
い
う
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
知
る
者
が
い

な
い
画
家
が
知
名
度
の
高
い
画
家
た
ち
と
本
画
帖
に
作
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
と
し

て
、
当
時
盛
ん
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
美
術
展
覧
会
、
お
よ
び
共
進
会
等
を
通
じ
て
年
齢
も

経
歴
も
様
々
な
画
家
が
競
っ
て
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

美
術
界
の
人
脈
や
美
術
市
場
の
あ
り
方
に
留
意
し
つ
つ
、
残
り
二
名
の
画
家
に
つ
い
て
も
見
て
い

こ
う
。

　
　
　

七
、
岡
田
梅
邨
（
一
八
六
四
〜
没
年
不
明
）
作
品

　

岡
田
梅
邨
も
関
袖
江
同
様
に
不
明
な
点
が
多
い
画
家
で
あ
る
。『
大
日
本
書
畫
名
家
大
鑑　
二

伝
記
』
に
は
「
元
治
元
年
信
濃
に
生
る
、
東
京
に
住
す
、
師
傳
未
詳
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
し

か
し
、
長
野
県
出
身
の
画
家
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
郷
土
資
料
の
人
名
録
や
美
術
・
日
本
画
関
係
の

資
料
に
「
岡
田
梅
邨
（
村
）」
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
梅
邨
自
身
の
論
考
で
あ
る
「
鈴
木
華
邨

の
こ
と
」
の
中
に
は
、「
世
間
で
は
華
邨
と
梅
邨
の
そ
れ
か
ら
、
理
由
な
し
に
私
を
華
邨
の
門
下

と
思
っ
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
勿
論
、
私
は
華
邨
を
師
を
以
て
遇
し
て
居
る
。
が
、
そ
れ
に
は
別

に
理
由
と
意
味
と
が
在
る
の
で
あ
る
。
實
は
私
抱
一
の
流
れ
を
汲
ん
だ
泉
梅
一
の
門
下
で
、
初
め

か
ら
梅
邨
と
號
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
華
邨
と
師
弟
関
係
に
な
っ
た
経
緯
が
語
ら
れ
た

後
「（
華
邨
は
）
私
に
華
筵
と
い
ふ
雅
號
を
呉
れ
た
」
と
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
記
述
に
よ
り
、
鈴
木
華
邨

に
師
事
し
て
い
た
こ
と
、
華
邨
か
ら
「
華
筵
」
の
雅
号
を
授
か
っ
た
こ
と
、
は
じ
め
は
泉
梅
一
に

師
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、「
岡
田
華
筵
」
で
文
献
を
紐
解
く
と
「
岡
田
華
莚
（
お

か
だ
か
え
ん
）〔
画
〕
名
は
直
次
郎
、
東
京
の
画
家
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
生
れ
、
光
琳
、

梅
逸
、
容
齋
等
を
研
究
し
、
鈴
木
華
邨
に
師
事
す
、
花
鳥
画
が
得
意
、
東
京
住
」
と
あ
る
（
（（
（

。
生
年

は
合
致
す
る
も
の
の
、
没
年
は
不
明
で
あ
る
。
一
説
に
は
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
没
と
あ
る
も

の
の
（
（（
（

、
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）
に
は
本
人
と
思
し
き
人
物
の
先
の
論
考
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
没
年
不
明
と
し
た
い
。
ま
た
、『
日
本
美
術
院
百
年
史
二
巻　
上　
図
版
編
』

に
は
岡
田
櫻
邨
と
岡
田
梅
村
の
作
品
が
並
び
「
梅
と
櫻
と
は
花
に
於
け
る
兄
弟
の
如
く
、
人
に
於
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四
一

て
も
亦
兄
弟
に
し
て
、與
に
双
美
を
畫
会
に
闘
は
せ
り
」「
櫻
村
の
技
倆
亦
家
兄
譲
ら
ざ
る
も
の
ゝ

如
く
、
殆
ど
櫻
の
梅
に
劣
ら
ざ
る
の
観
あ
り
」「
嗚
乎
華
村
省
亭
に
し
て
、
挺
身
一
番
す
る
に
非

ざ
れ
ば
、
其
盛
名
豈
梅
櫻
二
子
の
奪
ふ
所
と
な
る
な
き
を
保
せ
ん
や
」
と
あ
る
（
（（
（

。
ま
た
同
資
料
に

は
岡
田
櫻
邨
の
作
品
の
評
中
に「
兄
弟
共
に
華
村
氏
の
門
下
で
同
じ
筆
法
」と
あ
り
（
（（
（

、「〔
兄
の
梅
村
〕

俺
の
よ
り
俗
で
高
い
所
が
な
い
（
（（
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
岡
田
櫻
邨
と
岡
田
梅
邨
と
は
兄
弟
関
係
に
あ

る
と
言
え
る
。
岡
田
梅
邨
の
画
家
と
し
て
の
略
歴
は
こ
の
あ
た
り
で
留
め
置
き
、
岡
田
梅
邨
の
作

画
活
動
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
お
よ
び
人
脈
に
焦
点
を
当
て
て
、
本
画
帖
と
の
関
係
を
解
き
明
か

す
こ
と
に
し
た
い
。

　

梅
邨
は
一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
）
日
本
青
年
絵
画
協
会
臨
時
展
覧
会
で
「
雨
中
芙
蓉
」
を

長
野
か
ら
出
品
、
四
等
褒
状
を
獲
得
す
る
（
（（
（

。
本
画
帖
に
も
同
画
題
を
持
つ
作
品
が
認
め
ら
れ
る
。

本
画
帖
の
梅
邨
作
品
は
三
図（
い
ず
れ
も「
楳
邨
」の
落
款
あ
り
）
で
、そ
の
う
ち「
芙
蓉
と
雀
図
」（
図

版
四
）
に
は
霧
雨
の
中
、
芙
蓉
の
枝
に
と
ま
る
雀
が
雨
露
を
纏
っ
た
赤
い
芙
蓉
の
蕾
や
白
い
大
輪

の
花
を
眺
め
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
胡
粉
で
描
か
れ
た
花
び
ら
の
上
の
雨
粒
は
リ
ア
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
量
感
質
感
を
示
し
、
雨
に
濡
れ
そ
ぼ
っ
た
蕾
や
枝
は
透
明
感
を
保
ち
つ
つ
、
濃
厚

な
マ
チ
エ
ー
ル
で
写
実
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
花
鳥
画
と
い
う
伝
統
画
題
で
は
あ
り
な
が
ら
、

近
代
的
写
実
性
と
装
飾
性
が
融
合
さ
れ
、海
外
市
場
の
嗜
好
に
適
合
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
画
題
か
ら
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
）
か
ら
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
）
頃
に
制
作
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
画
帖
内
「
鷹
に
捕
ら
え
ら
れ
た
雀
図
」（
挿
図

22
）
は
渡
辺
省
亭
に
劣
ら
ぬ
写
実
的
描
写
が
際
立
っ
て
い
る
。
大
英
博
物
館
に
は
本
画
帖
と
同
じ

「
楳
邨
」
の
落
款
の
あ
る
、
白
い
オ
ウ
ム
を
濃
厚
な
マ
チ
エ
ー
ル
で
描
い
た
、
現
在
は
額
装
の
「
鳥

図
」（
挿
図
23
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
同
時
期
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
井
上
和
雄
『
浮
世
絵
師
伝
』
に
よ
る
と
、
梅
邨
は
岡
倉
天
心
主
催
の
日
本
美
術
院
画
評

会
に
定
期
的
に
参
加
し
て
お
り
、
同
会
に
は
鈴
木
華
邨
、
寺
崎
広
業
、
横
山
大
観
、
下
村
観
山
、

菱
田
春
草
、
木
村
武
山
、
尾
竹
国
観
、
尾
竹
竹
坡
、
上
原
古
年
、
岡
田
櫻
邨
、
水
野
年
方
ら
が
参

加
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

挿図 22　岡田梅邨「鷹に捕らえられた雀図」　アメリカ、メトロ
ポリタン美術館蔵

挿図 23　岡田梅邨「鳥図」　イギリス、大英博物館蔵
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そ
の
後
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
第
二
回
日
本
青
年
絵
画
共
進
会
に
長
野
か
ら
「
秋
雨

雙
鵜
の
図
」
を
出
品
し
三
等
褒
状
を
獲
得
す
る
（
（（
（

。
同
年
、
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
の

出
品
目
録
に
も
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
海
外
の
ア
ー
ト
コ
レ
ク
タ
ー
の
目
に
も

作
品
が
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
国
内
に
お
い
て
は
十
分
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た

よ
う
で
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
）
に
日
本
絵
画
協
会
第
三
回
共
進
会
に
「
猿
」「
鷲
」
を
出
品

し
、大
胆
な
筆
さ
ば
き
で
「
神
に
入
れ
り
」
と
評
価
さ
れ
る
（
（（
（

。
さ
ら
に
、一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）

に
開
か
れ
た
第
一
回
文
展
に
岡
田
華
莚
の
名
で
尾
長
鶏
を
描
い
た
「
さ
ゞ
な
み
」
と
い
う
作
品
が

入
選
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（（
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
現
在
の
知
名
度
は
低
い
も
の
の
、
当
時
は
積
極
的

に
作
品
を
発
表
し
、
画
家
と
し
て
成
功
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
先
述
し
た
、
梅
邨
と
日
本

美
術
院
の
関
係
は
深
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
時
代
が
下
る
と
画
風
が
「
朦
朧
体
」
の
影
響
を
示

す
よ
う
に
も
な
る
。
た
と
え
ば
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
に
は
日
本
美
術
院
主
催
の
新
潟
展

覧
会
で
「
上
杉
謙
信
」「
鷺
」「
木
陰
」「
受
洗
」
を
展
示
即
売
し
て
い
る
が
、
画
像
の
確
認
で
き

る
「
木
陰
」「
受
洗
」
で
は
当
時
、
大
観
、
春
草
だ
け
で
な
く
日
本
美
術
院
の
若
手
画
家
の
間
に

も
広
ま
っ
て
い
た
「
朦
朧
体
」
の
作
風
が
見
て
取
れ
る
（
（（
（

。
ま
た
、
梅
邨
の
名
は
当
時
大
衆
の
間
で

人
気
の
あ
っ
た
挿
絵
の
世
界
に
お
い
て
も
見
出
せ
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）

か
ら
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
）
ま
で
発
行
さ
れ
た
『
美
術
世
界
』（
春
陽
堂
）
で
は
渡
辺
省
亭

が
編
集
主
任
の
ほ
か
、
挿
絵
を
手
が
け
て
い
た
が
、
梅
邨
も
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）
頃
か

ら
『
風
俗
画
報
』
の
表
紙
や
口
絵
に
美
人
画
を
提
供
す
る
な
ど
挿
絵
画
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

る
（
（（
（

。
一
般
的
に
口
絵
は
戦
後
欧
米
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
大
変
好
ま
れ
、
多
く
の
作
品
を
海
外
の
美
術

館
、
お
よ
び
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
岡
田
梅
邨
は
当

時
、
無
名
の
画
家
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
日
本
画
家
、
挿
絵
画
家
と
し
て
美
術
市
場
で
は
か
な
り

名
の
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
　
　

八
、
大
出
東
皐
（
一
八
四
一
〜
一
九
〇
五
）
作
品

　

大
出
東
皐
は
一
八
四
一
年
（
天
保
十
二
）
上
野
に
生
ま
れ
、
江
戸
文
人
絵
師
の
金
井
烏
洲
、
大

和
絵
師
の
高
久
隆
古
に
学
び
、
二
十
歳
の
時
、
山
本
梅
逸
の
弟
子
で
あ
り
、
花
鳥
画
を
能
く
し
た

南
画
家
の
藤
堂
凌
雲
に
学
ん
だ
（
（（
（

。
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
）、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
「
琵

琶
行
図
」「
花
鳥
」
を
出
品
、
第
三
回
に
は
「
菊
ニ
猫
図
」、
第
四
回
に
は
「
菊
花
双
蝶
ノ
図
」、

第
五
回
は
「
机
下
遊
猫
」
を
出
品
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

ま
た
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
）
に
日
本
青
年
絵
画
共
進
会
に
「
猫
兒
図
」
を
出
品
し
て

い
る
ほ
か
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
は
保
守
派
団
体
の
日
本
美
術

協
会
展
か
ら
選
出
さ
れ
た
「
牡
丹
ニ
猫
」
を
出
品
し
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
作
品
は
フ
ラ
ン
ス
で
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、
万
博
開
催
時
、
現
地
パ
リ
の
批
評
『
博
覧
会
と
そ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
』（
丹

尾
安
典
訳
）
に
は
、「
大
出
東
皐
の
魅
力
に
と
ん
だ
作
品
の
よ
う
に
前
景
は
絶
妙
な
繊
細
さ
で
彩

色
さ
れ
、
背
景
は
グ
リ
ザ
イ
ユ
と
な
る
理
由
も
わ
か
る
の
だ
。
こ
の
絵
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
見
た

こ
と
も
な
い
ほ
ど
精
妙
な
階
調
や
光
で
も
っ
て
牡
丹
が
表
現
さ
れ
、
そ
の
花
の
下
に
は
猫
の
一
家

の
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
万
博
に
出
品
さ
れ
た
橋
本
雅
邦

の
「
龍
虎
図
」
の
批
評
文
に
先
行
し
て
よ
り
長
く
記
述
さ
れ
る
な
ど
、
東
皐
出
品
作
の
評
価
の
高

さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
（（
（

。

　

ま
た
、
東
皐
は
岡
田
梅
邨
ら
日
本
美
術
院
の
画
家
た
ち
と
に
地
方
展
覧
会
に
も
参
加
し
、
日
本

美
術
協
会
合
同
展
示
で
は
「
舜
花
」「
華
花
遊
猫
」
等
を
展
示
即
売
し
て
い
る
（
（（
（

。
以
上
の
よ
う
に

名
の
あ
る
画
家
の
下
で
訓
練
を
受
け
、
公
式
展
覧
会
に
数
多
く
出
品
す
る
な
ど
当
時
の
知
名
度
は

か
な
り
高
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
東
皐
の
妻
は
大
の
猫
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
猫
を
題
材
に
し
た
作
品
を
数
多
く
残

し
て
い
る
が
、
本
画
帖
内
の
「
蜘
蛛
を
み
つ
め
る
猫
図
」（
挿
図
24
）
は
静
謐
の
裏
に
今
に
も
は

ち
き
れ
そ
う
な
緊
張
感
が
漲
っ
て
い
る
。
静
の
後
の
動
が
明
確
に
予
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
獲
物

を
凝
視
す
る
眼
、
首
に
結
ば
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
リ
ボ
ン
等
の
細
部
が
明
る
い
色
調
で
描
か
れ
、
装

飾
性
も
加
味
し
た
作
品
で
あ
る
。
制
作
さ
れ
た
年
は
確
定
で
き
て
い
な
い
が
、「
猫
図
」
作
品
が

多
く
制
作
さ
れ
て
い
た
年
代
や
ス
ミ
ス
の
購
入
時
期
を
考
え
て
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
）
前

後
の
作
品
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
よ
り
十
年
程
前
に
制
作
さ
れ
た
柴
田
是
真
筆
「
猫
鼠
を
窺
う
図
」（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
、

一
八
八
四
年
〈
明
治
十
七
〉）（
挿
図
25
）
は
構
図
が
左
右
反
転
し
て
い
る
も
の
の
東
皐
の
「
蜘
蛛
を

み
つ
め
る
猫
図
」
に
大
変
よ
く
似
て
お
り
、
猫
の
毛
色
や
対
象
物
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
猫
の
姿

勢
だ
け
で
な
く
、
首
飾
り
な
ど
細
か
い
装
飾
品
に
も
類
似
性
が
見
ら
れ
る
（
（（
（

。
東
皐
は
是
真
の
「
猫

鼠
を
窺
う
図
」
あ
る
い
は
、
そ
の
下
絵
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
（
（（
（

。
元
は
陶
磁

器
の
図
案
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
東
皐
が
様
々
な
下
絵
や
作
品
の
図
様
を
学
ぶ
機
会
に
恵
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ま
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
年
は
そ
の
優
れ
た
意
匠
性
が
皮
肉
な
結

果
を
招
く
こ
と
と
な
る
。
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
）、
日
本
絵
画
協
会
第
一
回
絵
画
共
進
会
に

出
品
し
た
作
品
「
風
雨
牡
丹
図
」
は
見
事
銀
杯
を
受
賞
し
た
。
し
か
し
そ
の
作
評
は
「
配
色
意
匠

氏
の
右
に
出
る
も
の
の
多
か
ら
ず
」
と
し
な
が
ら
も
、「
唯
惜
し
む
ら
く
は
牡
丹
花
の
更
に
雨
気

を
帯
び
ず
、
全
く
乾
燥
せ
る
が
如
き
感
が
あ
る
こ
と
を
。
さ
れ
ど
尚
、
場
中
屈
指
の
品
と
す
る
に

足
る
」
と
苦
言
も
呈
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
後
に
横
山
大
観
ら
と
再
興
日
本
美
術
院
設
立
に
尽
力
し
た

美
術
評
論
家
の
関
如
来
は
「
実
に
写
生
に
追
わ
れ
し
の
み
。
只
牡
丹
花
を
写
生
し
た
る
の
み
。
未

だ
写
生
を
道
具
と
し
て
、
風
雨
牡
丹
の
真
相
を
写
生
し
た
る
も
の
と
い
ふ
を
得
ざ
る
也
。
か
く
の

如
き
者
、果
た
し
て
美
術
と
し
て
の
真
価
何
れ
か
あ
る
。
只
其
の
技
工
の
優
れ
る
の
み
を
以
っ
て
、

之
に
銀
杯
を
与
ふ
。
余
は
未
だ
其
可
を
見
ざ
る
也
」と
、舌
鋒
鋭
く
批
判
し
た
。
翌
一
八
九
七
年（
明

治
三
十
）、
日
本
絵
画
協
会
第
三
回
共
進
会
出
品
作
、「
菊
花
争
雀
図
」
は
銅
杯
を
獲
得
し
た
も
の

の
、「
技
術
は
十
分
で
す
。
併
し
図
の
組
方
の
意
匠
に
力
が
薄
い
」「
只
綺
麗
だ
、
お
手
本
だ
と
申

す
外
に
は
、
別
に
評
は
御
座
い
ま
せ
ぬ
」
と
や
や
辛
ら
つ
な
作
評
が
目
立
つ
（
（（
（

。
ち
な
み
に
、
同
共

進
会
に
は
後
に
「
朦
朧
体
」
批
判
を
真
っ
向
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
る
日
本
画
新
派
の
菱
田
春
草

が
「
水
鏡
」
を
出
品
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
伝
統
美
や
型
に
は
ま
っ
た
様
式
を
踏
襲
す
る
旧
派

系
画
家
と
の
世
代
交
代
が
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
東
皐
は
次
第
に

日
本
絵
画
協
会
か
ら
日
本
美
術
協
会
に
活
動
の
場
を
移
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
正
元
年

の
『
美
術
画
報
』
に
は
七
宝
作
家
の
濤
川
惣
助
所
蔵
と
し
て
、「
猫
図
双
幅
」
が
写
真
入
り
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
は
、笹
川
臨
風
、正
木
直
彦
ら
が
監
修
を
し
た
『
日

本
画
大
成　

第
二
十
三
巻
』
に
橋
本
雅
邦
や
菱
田
春
草
と
並
ん
で
「
菊
花
喧
争
図
」「
帰
去
来
図
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
倉
天
心
と
は
懇
意
に
し
て
い
た
よ
う
で
、
黒
田
清
輝
日
記
一
八

九
六
年
（
明
治
二
十
九
）
十
一
月
八
日
の
条
に
は
「（
前
略
）
共
進
会
の
方
で
岡
倉
氏
ニ
逢
ひ
浜
尾

氏
と
大
出
東
皐
と
云
人
ニ
紹
介
さ
れ
た
（
後
略
）（

（（
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
岡
倉
が
黒
田
に
東
皐
を
引

き
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
戦
前
ま
で
は
知
名
度
の
比
較
的
高
い
画
家

で
あ
り
、
十
分
本
画
帖
に
作
品
を
提
供
で
き
る
だ
け
の
技
量
と
人
気
を
保
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。

挿図 25　柴田是真「 猫鼠を窺う図」（部分）　板橋区立美術館蔵
挿図 24　大出東皐「蜘蛛をみつめる猫図」　アメリカ、メトロポ
リタン美術館蔵
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お
わ
り
に

　

以
上
、
本
画
帖
を
手
が
け
た
七
名
の
作
品
と
作
画
活
動
を
中
心
に
、
各
々
の
事
績
お
よ
び
美
術

界
で
の
人
脈
な
ど
を
見
て
き
た
。
本
画
帖
の
う
ち
、
八
割
は
動
植
物
画
で
あ
り
、
こ
れ
は
ブ
リ
ン

ク
リ
ー
の
個
人
的
な
好
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
明
治
政
府
に
よ
る
美
術
政
策
の
下
、
大
量
に
欧

米
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
陶
磁
器
や
七
宝
の
花
鳥
画
が
人
気
を
博
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
見
据
え
て
近

代
絵
画
を
欧
米
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
売
ら
ん
と
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
古
田

亮
氏
は
近
代
日
本
画
成
立
の
土
台
と
し
て
「
進
取
の
画
家
た
ち
に
よ
る
自
派
逸
脱
、
流
派
越
境
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
お
よ
び
「
新
し
い
視
覚
の
獲
得
に
対
す
る
作
り
手
、
受
け
手
双
方
の
欲
求
」
と
い

う
二
つ
の
要
因
を
提
示
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
画
帖
に
参
加
し
た
画
家
ら
は
幕
末
・
明
治
初

期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
を
超
え
、
新
し
い
活
動
の
場
や
顧
客
を
見
出
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
（
（（
（

。
と
り
わ
け
、
河
鍋
暁
斎
の
ウ
イ
ッ
ト
に
富
み
、
傑
出
し
た
表
現
力
、
大
胆
か
つ
確
か
な
筆
法

は
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。「
英
国
人
画
帖
下
絵
」
の
記
述
に
も
あ
る
よ
う
に
当
初

は
、
暁
斎
が
自
身
で
一
〇
〇
図
の
画
帖
に
仕
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
暁
斎
の

病
そ
し
て
死
去
に
よ
り
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
画
帖
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
当
時
の
大
家
で
あ
る
省

亭
、
玉
章
、
雅
邦
に
作
品
を
依
頼
し
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
一
〇
〇
図
の
画
帖
と
し
て
売
却
す

る
た
め
に
他
の
三
名
に
も
依
頼
し
た
と
推
測
さ
れ
、
関
袖
江
の
作
品
制
作
年
や
、
大
出
東
皐
が
盛

ん
に
猫
図
を
描
い
て
い
た
時
期
と
ス
ミ
ス
の
来
日
・
滞
在
し
て
い
た
時
期
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
ス
ミ
ス
が
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
す
る
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
ま
で
に
作
品
を
完
成
し

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
画
帖
の
特
徴
と
し
て
は
、
顧
客
の
要
求
に
応
え
る
べ
く
、
既
に
海
外
で
評
価
を

受
け
て
い
た
画
家
、
あ
る
い
は
顧
客
が
求
め
る
よ
う
な
絵
を
す
ぐ
さ
ま
提
供
で
き
る
者
が
選
択
さ

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
円
山
四
条
派
系
の
画
家
、
あ
る
い
は
狩
野
派
の
出
身
で
あ
っ

て
も
、
明
治
初
年
に
洋
画
に
親
し
み
、
程
度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
西
洋
技
法
を
日
本
の
伝
統

絵
画
に
加
味
す
る
な
ど
、
近
代
性
を
作
品
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
、
あ
る
い
は
欧
米
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
求
め
る
日
本
画
を
理
解
し
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る

作
画
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
画
家
の
作
品
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
と
い
え

よ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
画
帖
に
は
、
伝
統
的
な
題
材
お
よ
び
技
法
、
そ
し
て
近
代
的
な

趣
向
と
技
法
と
い
う
二
面
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
古
画
に
学
ん
だ
伝
統

と
写
生
の
あ
る
程
度
の
融
合
を
画
帖
に
収
め
ら
れ
た
作
品
群
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
橋
本
雅
邦
ら
日
本
美
術
院
系
の
画
家
た
ち
が
推
し
進
め
て
い
く
「
理

想
」「
観
念
」
を
前
面
に
出
す
絵
画
は
、
日
本
の
伝
統
美
を
体
現
す
る
よ
う
な
作
品
に
憧
れ
る
一

般
海
外
コ
レ
ク
タ
ー
に
は
、
折
衷
主
義
的
作
品
と
し
て
捉
え
ら
れ
浸
透
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ス

ミ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
他
の
近
代
日
本
画
家
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
も
窺
い
知
れ
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
関
袖
江
、
岡
田
梅
邨
、
大
出
東
皐
が
現
在
、
無
名
で
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
彼
ら
の
作
品
を
単
な
る
画
帖
完
成
の
た
め
の
数
合
わ
せ
だ
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
彼
ら
に
対
す
る
個
人
的
評
価
が
こ
の
人

選
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
当
時
人
気
を
集
め

た
各
種
展
覧
会
、
展
示
即
売
会
に
袖
江
、
梅
邨
、
東
皐
が
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
ブ
リ

ン
ク
リ
ー
と
懇
意
に
し
て
い
た
岡
倉
天
心
主
催
の
展
覧
会
お
よ
び
互
評
会
に
参
加
し
て
お
り
、
彼

ら
の
間
に
友
誼
や
各
々
の
作
品
の
理
解
が
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
（
（（（
（

、
第
三
に
ブ
リ
ン
ク

リ
ー
が
海
外
美
術
市
場
の
嗜
好
を
知
悉
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
質
の
高
い
、
種
々
の
画

題
を
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
画
家
ら
を
選
ん
だ
、
と
言
う
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

当
時
、
日
本
の
美
術
市
場
は
画
家
の
知
名
度
で
動
い
て
い
た
が
、
海
外
の
市
場
は
名
よ
り
画
題

や
様
式
の
完
成
度
を
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
で
は
日
本
で
は
無
名
の
画

家
が
他
の
大
家
と
伍
し
て
海
外
美
術
館
に
収
ま
っ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
美
術
史
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
画
家
ら
の
再
評
価
と

位
置
づ
け
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
海
外
に
お
け
る
近
代
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
形
成
を
再
考
察
し
、
彼
ら
の
作
品
が
海
外
美
術
市
場
で
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
か
を

解
明
す
る
こ
と
は
、
近
代
日
本
美
術
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
に
と
っ
て
も
重

要
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

註（
1
）　

佐
藤
道
信
「
鑑
画
会
再
考
」『
美
術
研
究
』
三
四
〇
号
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
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メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
近
代
日
本
画
帖
」

45

四
五

七
年
十
一
月
、
二
〇
八
頁
。　

（
2
）　

日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
室
編
『
日
本
美
術
院
百
年
史
一
巻　
上　
図
版
編
』
日
本
美
術
院
、
一

九
八
九
年
。

（
3
）　

山
種
美
術
館
編
『
橋
本
雅
邦　
そ
の
人
と
芸
術　
特
別
展
』
図
録
、
山
種
美
術
館
、
一
九
九
〇
年
。

（
4
）　

三
菱
一
号
館
美
術
館
編
『
画
鬼
暁
斎　
幕
末
明
治
の
ス
タ
ー
絵
師
と
弟
子
コ
ン
ド
ル
』
展
図
録
、

三
菱
一
号
館
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
。
こ
の
中
で
筆
者
の
本
画
帖
に
関
す
る
研
究
が
野
口
玲
一
氏

と
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
安
村
敏
信
「
河
鍋
暁
斎
筆
《
動
物
画
画
帖
》（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）」『
画
鬼
暁
斎　
幕
末

明
治
の
ス
タ
ー
絵
師
と
弟
子
コ
ン
ド
ル
』
展
図
録
、
三
菱
一
号
館
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
、
一
五

六
頁
。　

（
6
）　

拙
稿
「
河
鍋
暁
斎
筆
『
柳
に
鴉
図
』『
う
ず
く
ま
る
猿
図
』『
蛙
を
捉
え
る
猫
図
』」『
国
華
』
第

一
四
四
八
号
、
国
華
社
、
二
〇
一
六
年
六
月
刊
行
予
定
。　

（
7
）　Tribute of the C

ham
ber of C

om
m

erce of the State of N
ew

 York to the M
em

ory of M
r. C

harles Stew
-

art Sm
ith, president 1887-1894, 2nd D

ecem
ber 1909.

（
8
）
ス
ミ
ス
は
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
数
千
点
に
も
及
ぶ
版
画
の
ほ
か
日
本
陶
磁
器
、
絵
画
を
購
入
し

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
一
七
六
三
点
の
版
画
は
一
九
〇
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
央
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w.nypl.org/about/divisions/w

allach-division/print-collection

、

http://research.frick.org/directoryw
eb/brow

serecord.php?-action=brow
se&

-recid=6265

（
二
〇
一

六
年
五
月
ア
ク
セ
ス
）。

（
9
）　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
記
録
保
管
室
資
料
（
二
〇
一
四
年
二
月
筆
者
に
よ
る
現
地
調
査
）。

（
10
）　H

ow
ard M

ansfield, ‘Th
e C

harles Stew
art Sm

ith C
ollection of C

hinese and Japanese Paintings’, 

Bulletin of the M
etropolitan M

useum
 of Art, vol. 9, no. 9 （Septem

ber 1914

）: 187, 196–201.

「
近
代
日
本
画
帖
」
に
関
す
る
記
述
（
原
文
）
を
左
に
記
す
。

‘Th
e rem

aining album
 contains one hundred sketches by m

odern artists, w
hose w

ork is not only 

highly esteem
ed but rare in Japan – m

en as K
yosai, H

ashim
oto G

aho, W
atanabe Seitei, O

kada 

Baison, K
aw

abata G
yokusho, and Seki Shuko.  From

 this brief review
 of collection, it w

ill be 

seen that not only the M
useum

, but all w
ho are specially interested in O

riental art, m
ust be 

highly congratulated in its acquisition.’ 

な
お
、
大
出
東
皐
に
関
し
て
の
記
述
が
な
い
の
は
、
画
帖

に
一
図
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
割
愛
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
11
）　C

harles Stew
art Sm

ith, C
ollection of Japanese and C

hinese Pictures, [S.l. : s.n., n.d.] Th
e M

etro-

politan M
useum

, W
atson Library. 

チ
ャ
ー
ル
ズ
の
息
子
、
ハ
ワ
ー
ド
・
C
・
ス
ミ
ス
か
ら
の
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
宛
の
書
簡
に
よ
る
と
、
一
八
九
三
年
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス

ミ
ス
が
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
作
品
を
購
入
し
た
時
に
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
に
よ
っ
て
日
本
で
作
成
さ

れ
た
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
（
一
九
一
四
年
四
月
十
四
日
付
書
簡
）、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

記
録
保
管
室
資
料
（
二
〇
一
四
年
二
月
筆
者
に
よ
る
現
地
調
査
）。
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
作
成
し
た

リ
ス
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
同
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
が
、
註
8
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
リ
ス
ト

に
は
ス
ミ
ス
が
購
入
し
た
数
千
点
す
べ
て
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お

き
た
い
。

（
12
）　

筆
者
自
身
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
結
果
（
二
〇
一
四
年
二
月
時
点
）。

エ
レ
ン
・
コ
ナ
ン
ト
氏
に
よ
る
と
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ

ー
ト
・
ス
ミ
ス
陶
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
ス
ミ
ス
が
日
本
で
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
か
ら
購

入
し
、
直
接
日
本
か
ら
同
館
に
送
っ
た
と
い
う
。

Elen P. C
onant, ‘C

aptain Frank Brinkley Resurrected,’ D
ecorative arts of the M

eiji period from
 the 

N
assar D

. K
halili C

ollection, vol . 1, Essays, O
. R

. Im
pey, ed., London: K

ibo Foundation, 1995.

（
13
）　

註
11
前
掲
文
献
に
は ‘Album

, containing one hundred pictures by Japanese m
odern artists, 

num
ber from

 N
o.1 to 100.’

と
あ
る
も
の
の
、文
中
に
は
、伝
狩
野
探
幽
（
一
六
五
〇
年
作
と
記
載
）

が
二
図
、
伝
李
龍
眠
（
一
二
〇
〇
年
作
と
記
載
）、
伝
狩
野
自
適
斎
尚
信
（
一
六
三
〇
年
作
と
記
載
）

各
一
図
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
四
点
の
真
贋
に
関
し
て
は
こ
の
論
文
で
は

取
り
扱
わ
な
い
。

（
14
）　

塩
谷
純
「
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館
所
蔵
画
帖
」『
美
術
研
究
』
三
七
九
号
、二
〇
〇
三
年
三
月
。

（
15
）
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
岩
波
書
店
編
集
部
『
西
洋
人
名
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一

九
五
六
年
、
蝦
原
八
郎
『
日
本
欧
字
新
聞
雑
誌
史
』
大
成
堂
、
一
九
三
四
年
、
昭
和
女
子
大
学
近

代
文
学
研
究
室
著
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
第
十
三
巻
』
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
一
九
五
九
年
等

を
参
照
。
ま
た
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
に
関
す
る
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
左
が
挙
げ
ら
れ
る
。

註
12
前
掲
文
献
、Elen P. C

onant, ‘C
aptain Frank Brinkley Resurrected,’ D

ecorative arts of the M
eiji 

period from
 the N

assar D
. K

halili C
ollection, vol . 1, Essays.

河
鍋
楠
美
「
暁
斎
の
弟
子
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
」『
暁
斎
』
第
一
〇
号
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
一

九
八
二
年
四
月
。
山
口
順
子
「『
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
こ
と
』
補
遺
」『
暁
斎
』
第
一
七
号
、
河
鍋
暁

斎
記
念
美
術
館
、
一
九
八
四
年
四
月
。

（
16
）	　D

escription of ‘Th
e Brinkley C

ollection’ of Antique Japanese C
hinese and K

orean Porcelain, 

Pottery and Faience: R
evised by C

aptain Francis Brinkley R
.A

. of Yokoham
a, Japan, (O

c-

tober, 1885). W
ith a brief account of each w

are, from
 his forthcom

ing ‘H
istory of Japanese 

K
eram

ics.’O
n exhibition and for sale at the Art G

allery of Edw
ard G

reey, 20 East 17th Street, 

N
ew

 York.

（
17
）　

註
15
前
掲
文
献
、
河
鍋
楠
美
「
暁
斎
の
弟
子
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
」、
河
鍋
暁
斎
『
暁
斎
絵
日
記
』（
東

京
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
）
等
を
参
照
。
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

九　

号

46

四
六

（
18
）
河
鍋
楠
美
「
曽
祖
父
暁
斎
」『
特
別
展　
没
後
一
二
〇
年
記
念　
絵
画
の
冒
険
者　
暁
斎　
近
代
へ

架
け
る
橋
』展
図
録
、京
都
国
立
博
物
館
、二
〇
〇
八
年
、八
頁
。
渡
辺
俊
夫「
暁
斎
と
コ
ン
ド
ル
」『
画

鬼
暁
斎
幕
末
明
治
の
ス
タ
ー
絵
師
と
弟
子
コ
ン
ド
ル
』
展
図
録
、
三
菱
一
号
館
美
術
館
、
二
〇
一

五
年
、
二
十
二
頁
。　

（
19
）　

佐
藤
道
信
「
渡
辺
省
亭
は
な
ぜ
欧
米
人
に
好
ま
れ
た
か
」（
平
山
郁
夫
・
小
林
忠
編
著
『
秘
蔵

日
本
美
術
大
観　
ク
ラ
ク
フ
国
立
美
術
館
』
講
談
社
、
一
九
九
三
年
所
収
）
を
参
照
。

（
20
）　

飯
島
虚
心
『
河
鍋
暁
斎
翁
伝
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
四
年
。
ジ
ョ
サ
イ
ヤ
・
コ
ン
ド
ル
╱
山

口
静
一
訳
・
解
説
『
河
鍋
暁
斎
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
等
を
参
照
。

（
21
）　

河
鍋
楠
美
編
『
東
京
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵　
河
鍋
暁
斎
絵
日
記　
一
巻
』
河
鍋
暁
斎
記
念

美
術
館
、
一
九
八
五
年
。

（
22
）　

註
17
前
掲
文
献
。
櫻
田
飛
鳥
「『
暁
斎
絵
日
記
』
の
中
の
人
物
�
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
」

『
暁
斎
』
第
八
五
号
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
等
を
参
照
。

（
23
）　

註
17
前
掲
文
献
。

（
24
）　

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
「
暁
斎
と
外
国
人
�
出
会
い
か
ら
交
流
へ
」『
特
別
展　
没
後
一
二
〇

年
記
念　
絵
画
の
冒
険
者　
暁
斎　
近
代
へ
架
け
る
橋
』
展
図
録
、
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
、

二
十
一
頁
。

（
25
）　

註
4
と
6
前
掲
文
献
で
は
下
絵
と
本
図
が
合
致
す
る
数
は
十
七
図
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

十
八
図
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
野
口
玲
一
氏
に
ご
教
示
頂
い
た
。

（
26
）　

河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
編
『
画
鬼
暁
斎
読
本
』
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、二
〇
一
三
年
、五
十
頁
。

（
27
）　Tim

othy C
lark, ‘H

um
an Anim

als in Japanese Painting,’ A Japanese M
enagerie: Anim

al Pictures 

by Kaw
anabe Kyôsai, R

. Backland and T, C
lark eds., London: British M

useum
, 2009, p.30.

（
28
）　Francis Brinkley, Japan and C

hina. Its H
istory Arts and Literature, vol.7, London: T.C

.&
E.C

. 

Jack, 1904, p.61.

（
29
）　Josiah C

onder, Paintings and studies by Kaw
anabe Kyosai. An illustrated and descriptive catalogue 

of a collection of paintings, studies, and sketches. Tokyo: Th
e M

aruzen kabushiki kaisha, 1911.

（
30
）　

ポ
ー
ル
・
ク
ラ
イ
ン
ス
ト
ル
ー
プ=

イ
エ
ン
セ
ン
／
山
口
静
一
訳
「
狼
を
襲
う
白
鷲
」『
釈
迦

如
来
画
帖
』
よ
り

暁
斎
筆
（
ポ
ー
ル
・
ク
ラ
イ
ン
ス
ト
ル
ー
プ
＝
イ
エ
ン
セ
ン
氏
蔵
）『
暁
斎
』

第
五
十
六
号
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
一
九
九
七
年
三
月
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
編
「
ジ
ョ

サ
イ
ヤ
・
コ
ン
ド
ル
旧
蔵
、
ポ
ー
ル
・
ク
リ
ン
グ
ス
ト
ウ
ル
ー
プ
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
氏
所
蔵
『
釈
迦

降
魔
図
画
帖
』
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
江
戸
東
京
博
物
館
「
河
鍋
暁
斎
と
江
戸
東
京
」
一
九
九
四
年

発
行
）
等
を
参
照
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
河
鍋
楠
美
氏
に
ご
提
供
頂
い
た
。
な
お
、
著
者
名
の
カ
タ

カ
ナ
表
記
に
関
し
て
は
、
各
論
文
に
従
っ
た
。

（
31
）　

岡
部
昌
幸
「
花
鳥
忌　
渡
辺
省
亭
回
顧
�
令
息
渡
辺
水
巴
、
作
品
所
在
、
美
術
世
界
自
筆
履
歴
、

海
外
展
記
録
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
」『
帝
京
史
学
』
第
二
十
二
号
、
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
、
二

〇
〇
七
年
二
月
他
、
佐
藤
道
信
氏
、
塩
谷
純
氏
、
野
地
耕
一
郎
氏
等
に
よ
り
渡
辺
省
亭
研
究
が
近

年
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
32
）　

岡
田
梅
邨
「
渡
辺
省
亭
の
逸
事
」『
書
画
骨
董
雑
誌
』
二
四
四
号
、
一
九
二
八
年
十
一
月
。

（
33
）　

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文
化

財
研
究
所
、一
九
九
六
年
、野
地
耕
一
郎
「
渡
辺
省
亭
筆　
び
わ
に
小
禽
」『
国
華
』
第
一
三
七
〇
号
、

二
〇
〇
九
年
十
二
月
等
を
参
照
。

（
34
）　

野
地
耕
一
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
省
亭
の
正
確
な
欧
州
滞
在
期
間
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と

も
一
八
七
八
年
か
ら
二
年
半
余
り
は
欧
州
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
が
外
務
省
「
海
外
行
免
状
報
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ド
モ
ン
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
記
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
シ
ャ
ル
パ

ン
テ
ィ
エ
家
の
夜
会
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
り
、
洋
画
家
を
含
め
て
日
本
画
家
で

印
象
派
画
家
と
直
接
接
触
し
た
の
は
、
省
亭
だ
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
野
地
耕
一
郎
「
近

代
初
期『
日
本
画
』に
お
け
る
西
洋
絵
画
表
現
の
直
接
的
受
容
�
渡
辺
省
亭
の
行
跡
を
巡
っ
て
」『
美

学
美
術
史
研
究
論
集
』
十
九
号
、
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
。

（
35
）　

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
明
治
期
万
国
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文

化
財
研
究
所
、
一
九
九
七
年
を
参
照
。

（
36
）　

練
馬
区
立
美
術
館
編
『
没
後
一
二
〇
年
菊
池
容
斎
と
明
治
の
美
術
』
展
図
録
、練
馬
区
立
美
術
館
、

一
九
九
九
年
、
九
十
一
頁
。

（
37
）　

註
28
前
掲
文
献
、p. 68.

（
38
）　

渡
辺
水
巴
「
水
巴
文
集　
上
」
曲
水
社
、一
九
八
四
年
（『
日
本
美
術
院
百
年
史
一
巻　
下　
資
料
編
』

日
本
美
術
院
、
一
九
八
九
年
、
一
八
四
頁
所
収
）
を
参
照
。

（
39
）　

註
19
前
掲
文
献
、
二
二
六
頁
。

（
40
）　

註
19
前
掲
文
献
、
二
二
四
頁
。
ク
ラ
ク
フ
美
術
館
所
蔵
の
省
亭
作
品
を
調
査
し
た
佐
藤
道
信
氏

は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
作
品
二
十
一
図
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ク
フ
所
蔵
作
品
の
制
作
直
前
、
一

八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
過
ぎ
の
作
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

（
41
）　

註
5
前
掲
文
献
。

（
42
）　

山
下
裕
二
「
日
本
美
術
史
の
裂
け
目
を
修
復
す
る
�
幕
末
明
治
期
の
豊
饒
な
表
現
に
つ
い
て
」

『
日
本
美
術
全
集
一
六　
幕
末
か
ら
明
治
時
代
前
期　
激
動
期
の
美
術
』
小
学
館
、
二
〇
一
三
年
、

一
七
六
頁
。

（
43
）　

註
19
前
掲
文
献
。

（
44
）	　

拙
稿Eriko Tom

izaw
a-K

ay, ‘C
hanges in the Japanese art m

arket w
ith the em

ergence of the 

m
iddle-class collector: A study of H

ishida Shunsō (1874–1911),’ Journal of the H
istory of C

ollec-

tions, first published online Septem
ber 20, 2015.
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メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
近
代
日
本
画
帖
」

47

四
七

（
45
）　

註
32
前
掲
文
献
、
十
〜
十
二
頁
。

（
46
）　

玉
章
の
弟
子
で
あ
っ
た
山
田
敬
中
は
「
先
生
く
ら
い
、
日
本
一
般
に
知
ら
れ
た
画
家
は
少
な
く
」

と
述
べ
て
い
る
。
山
田
敬
中
「
書
画
骨
董
雑
誌
」
大
正
二
年
三
月
（『
日
本
美
術
院
百
年
史
一
巻　

下　
資
料
編
』
日
本
美
術
院
、
一
九
八
九
年
、
一
〇
七
頁
所
収
）
を
参
照
。

（
47
）　

塩
谷
純
「
川
端
玉
章
の
研
究
（
一
）」『
美
術
研
究
』
三
二
九
号
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇

〇
七
年
九
月
、
塩
谷
純
「
川
端
玉
章
の
研
究
（
二
）」『
美
術
研
究
』
三
九
九
号
、
東
京
文
化
財
研

究
所
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、
塩
谷
純
「
川
端
玉
章
の
研
究
（
三
）」『
美
術
研
究
』
四
〇
一
号
、
東

京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
八
月
を
参
照
。

（
48
）　

岡
村
葵
園
「
川
端
玉
章
」
岡
村
吉
樹
編
『
川
端
玉
章
』
天
真
会
、
一
九
一
一
年
を
参
照
。

（
49
）　

註
47
前
掲
文
献
、
塩
谷
純
「
川
端
玉
章
の
研
究
（
一
）」
で
、
塩
谷
純
氏
は
玉
章
が
ワ
ー
グ
マ

ン
に
付
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
当
時
の
一
次
資
料
が
現
時
点
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
玉
章
が
荒
木
寛
畝
と
共
に
高
橋
由
一
の
門
に
入
り
洋
画
を
学
ん
だ

こ
と
を
示
す
資
料
（『
天
絵
塾
門
人
牒
』（
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
）
を
提
示
し
て
い
る
。

塩
谷
純
「
川
端
玉
章
の
研
究
（
一
）」『
美
術
研
究
』
三
二
九
号
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇

七
年
九
月
、
五
十
頁
。

（
50
）　

塩
谷
純
「
川
端
玉
章
の
研
究
（
二
）」『
美
術
研
究
』
三
九
九
号
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇

一
〇
年
一
月
、
五
十
九
頁
。

（
51
）　
『
玉
章
画
譜　

古
稀
號
』
画
報
社
、
一
九
一
一
年
に
は
御
物
と
な
っ
た
「
吉
野
山
の
櫻
」
を
始

め
と
す
る
玉
章
の
代
表
作
が
白
黒
印
刷
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）　

塩
谷
純
「
川
端
玉
章
に
つ
い
て
�
円
山
派
の
近
代
」
二
〇
〇
五
年
一
一
月
五
日
第
三
九
回
美
術

部
オ
ー
プ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
『
東
京
文
化
財
研
究
所　
日
本
に
お
け
る
外
来
美
術
の
受
容
に
関
す
る

調
査
、
研
究
、
報
告
書
』
二
八
三
頁
、
玉
章
の
「
支
那
画
」
観
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
詳
し
く
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

塩
谷
純
「
川
端
玉
章
の
研
究
（
三
）」『
美
術
研
究
』
四
〇
一
号
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一

〇
年
八
月
。

（
53
）　
『
太
陽
』
二
巻
十
八
号
、
一
九
五
四
年
九
月
（『
日
本
美
術
院
百
年
史
一
巻　
下　
資
料
編
』
日
本

美
術
院　

一
九
八
九
年
、
一
〇
三
頁
所
収
）
を
参
照
。

（
54
）　

吉
岡
班
嶺
著
『
真
偽
評
価
書
画
鑑
定
指
針
』（
塩
谷
純
「
川
端
玉
章
の
研
究
（
一
）」『
美
術
研
究
』

三
二
九
号
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
三
〇
二
頁
所
収
）
を
参
照
。

（
55
）　

註
28
前
掲
文
献
、p. 63.

（
56
）　

川
端
茂
章
編
『
玉
章
翁
遺
墨
集
』
巧
芸
社
、
一
九
三
一
年
。

（
57
）　

塩
谷
純
「
川
端
玉
章
の
研
究
（
一
）」『
美
術
研
究
』
三
二
九
号
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇

〇
七
年
九
月
、
六
十
頁
。

（
58
）　

英
語
に
よ
る
橋
本
雅
邦
に
関
す
る
纏
ま
っ
た
書
籍
と
し
て
は
小
林
清
一
郎
著 H

ashim
oto G

aho: 

O
ne of the G

reatest Artists of Japan

、
普
及
舎
、
一
九
〇
四
年
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
59
）　

註
44
前
掲
文
献
。

（
60
）　

註
28
前
掲
文
献
、p. 68.

‘ H
ashim

oto G
aho stands at the head of this school. H

e has talent sufficient to secure partial 

success for any effort. But if there be any justice in the estim
ate here set dow

n of the distinctive 

characteristics of Japanese pictorial art, the conclusion m
ust be that to m

arry it to the art of the 

W
est w

ould be to deprive it of its individuality, and therefore of m
uch of its charm

.’ 

（
文
中
の

the head of this school 

はTh
e hybrid school of the present day

を
指
す
）。

（
61
）　
「
日
本
美
術
協
会
人
名
録
」
一
八
九
八
年
二
月
改
正
、
一
頁
。　

（
62
）　

菊
池
定
郷
『
仙
台
人
名
大
辞
書
』
仙
台
人
名
大
辞
書
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
（
一
九
三
三
年
の

復
刻
版
）。
関
袖
江
に
関
す
る
調
査
で
は
庄
司
淳
一
氏
に
ご
教
示
頂
い
た
。

（
63
）　

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
明
治
期
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文
化
財
研

究
所
、
一
九
九
四
年
を
参
照
。

（
64
）　

日
本
美
術
協
会
編
『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
三
六
号
、
一
八
九
〇
年
十
一
月
、
一
頁
。

（
65
）　

日
本
美
術
協
会
編
『
明
治
二
三
年
絵
画
展
覧
会
出
品
目
録
』
一
八
九
〇
年
、
二
十
五
頁
。

（
66
）　

日
本
美
術
協
会
編
『
明
治
二
十
四
年
美
術
展
覧
会
出
品
目
録　
第
三
』
一
八
九
一
年
、三
十
二
頁
。

（
67
）　

日
本
美
術
協
会
編
『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
四
一
号
、
一
八
九
一
年
五
月
、
二
十
五
頁
。

（
68
）　

明
治
美
術
会
編
『
明
治
美
術
会
第
十
五
回
報
告
』
一
八
九
一
年
一
一
月
、
十
三
頁
に
は
「
入
退

会
者
ノ
事
」
の
欄
に
「
賛
助
会
員　
東
京　
関
袖
江
君
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
69
）　

日
本
美
術
協
会
編
『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
七
十
一
号
、
一
八
九
三
年
一
一
月
、
三
十
七
頁
。

（
70
）　

宮
城
県
美
術
館
編
『
宮
城
県
美
術
館
年
報
昭
和
六
十
年
度
』
宮
城
県
美
術
館
、
一
九
八
五
年
。

伊
澤
平
左
衛
門
は
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
芸
術
家
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。
同
作
品
を
含
む
明
治
以
降
の
日
本
画
八
十
二
点
が
遺
族
か
ら
宮
城
県
美
術
館
へ
寄

贈
さ
れ
た
。
伊
澤
氏
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
活
動
と
し
て
は
左
記
が
あ
る
。

宮
城
県
美
術
館
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
四
半
世
紀
』
宮
城
県
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
、
九
十
九
頁

に
は
「
遠
藤
速
雄
や
小
圃
六
一
は
伊
澤
平
左
衛
門
が
援
助
し
た
画
家
た
ち
で
あ
る
。
遠
藤
の
《
旧

伊
澤
家
襖
絵
》
は
文
字
ど
お
り
、
襖
絵
を
屛
風
に
仕
立
て
た
作
品
で
あ
る
が
、
京
都
で
学
ん
だ
円

山
四
条
派
の
描
法
で
の
び
の
び
と
自
然
を
描
写
し
て
い
る
。
小
圃
六
一
は
岡
山
県
の
出
身
。
京
都

で
日
本
画
を
学
ん
だ
後
、
東
京
で
先
輩
の
渡
辺
微
山
に
つ
い
て
洋
画
も
学
ん
だ
。
一
八
九
〇
年
か

ら
宮
城
県
師
範
学
校
の
図
画
教
師
と
な
り
和
洋
折
衷
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
伊
澤
平
左
衛
門

と
の
親
交
が
厚
く
、
退
職
後
は
二
人
で
全
国
を
行
脚
し
た
と
い
う
。
小
圃
の
死
後
，
彼
の
回
顧
展

を
企
画
し
、『
六
一
画
集
』
を
出
版
し
た
の
も
平
左
衛
門
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
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八

（
71
）　
『
絵
画
叢
誌
』
八
十
八
号
、
一
八
九
四
年
六
月
、
五
頁
。

（
72
）　

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文
化

財
研
究
所
、
一
九
九
六
年
参
照
。「
猿　
下
谷
区
西
町
三　
中
村
方　
関
袖
江
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
73
）　

荒
木
矩
編
『
大
日
本
書
畫
名
家
大
鑑　
二　
伝
記
』
大
日
本
書
畫
名
家
大
鑑
刊
行
會
、一
九
三
四
年
、

一
七
四
六
頁
。

（
74
）　

岡
田
梅
邨
「
鈴
木
華
邨
の
こ
と
」『
藝
術
』　

第
十
六
巻
第
十
九
号
、
大
日
本
藝
術
協
会
、
一
九

三
八
年
。

（
75
）　

中
野
雅
宗
編
著
『
日
本
書
画
鑑
定
大
事
典　
第
一
巻
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
六
年
。

左
記
資
料
に
は
、
明
治
四
十
一
年
に
鈴
木
華
邨
の
随
行
と
し
て
長
野
県
飯
田
に
来
遊
し
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

飯
田
市
美
術
博
物
館
編
『「
南
信
」
新
聞
美
術
記
事
年
表
（
明
治
・
大
正
編
）』
飯
田
市
美
術
博
物
館
、

二
〇
一
一
年　

四
十
九
〜
五
十
頁
。
県
立
長
野
図
書
館
資
料
情
報
課
に
ご
教
示
頂
い
た
。

（
76
）　

日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
室
編
『
日
本
美
術
院
百
年
史　
二
巻　
上　
図
版
編
』
日
本
美
術
院
、

一
九
九
〇
年
、
八
七
七
頁
に
よ
る
と
一
八
六
四
年
に
生
ま
れ
一
九
一
三
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、

註
74
前
掲
文
献
で
は
少
な
く
と
も
一
九
三
八
年
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

（
77
）　

春
風
道
人
「
読
売
新
聞
」
一
九
〇
一
年
三
月
二
四
日
（
日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
室
編
『
日
本

美
術
院
百
年
史　
二
巻　
上　
図
版
編
』
日
本
美
術
院
、
一
九
九
〇
年
、
六
四
四
頁
所
収
）
を
参
照
。

（
78
）　

巽
園
「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
〇
一
年
十
月
二
八
日
（
日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
室
編
『
日
本

美
術
院
百
年
史　
二
巻　
上　
図
版
編
』
日
本
美
術
院
、
一
九
九
〇
年
、
六
四
八
頁
所
収
）
を
参
照
。

（
79
）　
「
都
新
聞
」
一
九
〇
二
年
十
一
月
一
四
日
（
日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
室
編
『
日
本
美
術
院
百

年
史　
二
巻　
上　
図
版
編
』
日
本
美
術
院
、
一
九
九
〇
年
、
七
五
七
頁
所
収
）
を
参
照
。

（
80
）　

註
63
前
掲
文
献
を
参
照
。

（
81
）　

井
上
和
雄
『
浮
世
絵
師
伝
』
第
十
六
巻
・
第
十
九
号
、
一
九
三
八
年
、
二
頁
。

（
82
）　

註
63
前
掲
文
献
を
参
照
。

（
83
）
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
公
式
図
録C

hicago: W
.B.G

onkey C
om

pany, 1893, p.302.

（
84
）『
国
民
新
聞
』
一
八
九
七
年
十
月
三
十
日
。

（
85
）　

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
大
正
期
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
』
東
京
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
二
年
、
五
頁
。
文
展
入
選
作
品
「
さ
ゞ
な
み
」
は
日
展
史
編
纂
委
員
会
企
画
編
『
日
展
史

一　
文
展
編
』
一
九
八
〇
年
、
四
十
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
86
）　

新
潟
県
立
近
代
美
術
館
編
『
一
九
〇
〇
年　
巴
里
・
東
京
・
新
潟
�
近
代
日
本
の
模
索
と
展
開
』

展
図
録
、
一
九
九
七
年
を
参
照
。

（
87
）　

作
品
一
例
と
し
て
左
記
が
あ
る
。

岡
田
梅
邨
「
女
子
学
校
」（
表
紙
）『
風
俗
画
報
』
一
七
六
号
、
一
八
九
八
年
十
一
月
一
〇
日
。

岡
田
梅
邨
「
處
女
猫
児
愛
撫
す
る
の
図
」（
口
絵
）『
風
俗
画
報
』
一
七
六
号
、
一
八
九
八
年
十
一

月
一
〇
日
。

岡
田
梅
邨
「
美
人
に
遊
鷲
の
図
」（
表
紙
）『
風
俗
画
報
』
一
七
八
号
、
一
八
九
八
年
十
二
月
十
日
。

（
88
）　
『
美
術
画
報
』
一
八
九
六
年
四
月
（
日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
室
編
『
日
本
美
術
院
百
年
史
一

巻　
上　
図
版
編
』
一
九
八
九
年
、
五
二
二
頁
所
収
）、
荒
木
矩
編
『
大
日
本
書
畫
名
家
大
鑑
』
上
巻
、

一
九
三
四
年
、
九
六
一
頁
。『
絵
画
叢
誌
』
第
二
一
七
号
、
一
九
〇
五
年
五
月
十
五
日
等
を
参
照
。

（
89
）　

東
京
文
化
財
研
究
所
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
一
九
九
六
年
を
参
照
。

（
90
）　

註
35
前
掲
文
献
を
参
照
。

（
91
）　M

arice Letouzé, “La peinture japonaise,” La section et ses attractions, Tom
e X

V
I, Paris, 1900, 

pp.49-52. 

日
本
語
訳
は
左
記
を
引
用
。
丹
尾
安
典
「
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
日
本
美
術
」
日
本
美
術

院
百
年
史
編
集
室
編
『
日
本
美
術
院
百
年
史
二
巻
上　
図
版
編
』
一
九
九
〇
年
、四
四
四
頁
を
参
照
。

（
92
）　

註
86
前
掲
文
献
を
参
照
。

（
93
）　

大
出
東
皐
と
柴
田
是
真
作
品
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
板
橋
区
立
美
術
館
の
ご
協
力
を
得
た
。

（
94
）　

北
川
智
昭
、
成
瀬
美
幸
、
竹
内
千
紘
編
『
柴
田
是
真
�
伝
統
か
ら
創
造
へ
』
展
図
録
、
豊
田
市

美
術
館
、
二
〇
一
一
年
。

（
95
）　

新
聞
「
日
本
」
一
八
九
六
年
十
月
五
日
（
日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
室
編
『
日
本
美
術
院
百
年

史
一
巻　
上　
図
版
編
』
一
八
九
八
年
、
五
二
二
頁
所
収
）
を
参
照
。

（
96
）　
『
太
陽
』
一
八
九
七
年
十
二
月
二
十
日
。

（
97
）　
『
美
術
画
報
』
三
二
編
九
号
、
画
報
社
、
一
九
一
二
年
十
月
。

（
98
）　

東
京
文
化
財
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
「
黒
田
清
輝
日
記
」
参
照
。http://w

w
w.tobunken.

go.jp/m
aterials/kuroda_diary/111554.htm

l

（
二
〇
一
六
年
五
月
ア
ク
セ
ス
）

（
99
）　

古
田
亮
「
近
代
日
本
画
の
成
立　
脱
狩
野
派
の
諸
相
」『
国
華
』
第
一
三
七
〇
号
、
二
〇
〇
九
年

十
二
月
を
参
照
。

（
100
）　

ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
編
集
を
務
め
た
一
八
九
七
年
刊
行
の
海
外
向
け
豪
華
本“Japan: D

escribed 

and Illustrated and the Japanese”

中
で
岡
倉
が
「
日
本
美
術
史
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
茨

城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
に
お
け
る
展
示
「
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
『
ジ
ャ
パ
ン
』
誌
と
天
心
の
作
品

解
説
」（
二
〇
〇
九
年
四
月
一
日
〜
二
〇
一
〇
年
四
月
二
日
）
で
も
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
と
岡
倉
と

の
交
流
を
紹
介
し
て
い
る
。
岡
倉
が
画
家
と
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
を
結
び
つ
け
る
人
脈
図
に
何
ら
か
の

影
響
を
持
ち
得
た
可
能
性
も
無
視
で
き
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

［
追
記
］

各
作
品
名
に
関
し
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
上
は
英
語
表
記
が
中
心
で
あ
る

こ
と
を
お
断
り
し
ま
す
。
ま
た
、
制
作
年
代
に
関
し
て
も
、
筆
者
が
調
査
し
結
論
に
達
し
た
制
作
年
代
が

419.indb   48 16/08/30   13:30



メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵　

チ
ャ
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ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
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ス
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ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
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「
近
代
日
本
画
帖
」
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四
九

二
〇
一
六
年
五
月
時
点
で
同
館
シ
ス
テ
ム
上
に
必
ず
し
も
反
映
さ
れ
て
い
な
い
点
も
ご
容
赦
下
さ
い
。

［
付
記
］　

本
稿
は
、
筆
者
が
二
〇
一
三
年
か
ら
一
四
年
ま
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
W
・
メ

ロ
ン
・
ア
ー
ト
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
在
任
中
に
、
同
館
で
行
っ
た
調
査
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
二
〇
一
五
年
六
月
に
行
っ
た
東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
研
究
会
で
の
口
頭
発
表
「
在
外
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
近
代
日
本
画
家
と
そ
の
作
画
活
動
―
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
「
近
代
日
本
画

帖
」（
通
称
「
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
・
ア
ル
バ
ム
」）
の
成
立
と
受
容
を
中
心
に
」
を
も
と
に
、
そ
の
原
稿
を
増

補
・
改
定
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
画
像
の
本
文
中
で
掲
載
し
た
画
像
の
典
拠
も
し
く
は
著
作
権
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

挿
図
1
～
3
・
9
～
11
・
13
～
20
・
22
・
24
・
25
お
よ
び
画
帖
所
収
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
作
品

画
像
＝
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
提
供
、
挿
図
4
～
8
お
よ
び
河
鍋
暁
斎
作
品
下
絵
画
像
＝
筆
者
撮
影
、

挿
図
12
＝
三
菱
一
号
館
美
術
館
提
供
（
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
の
ポ
ジ
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
）、
画
帖

47
「
椋
鳥
と
鴉
図
」
下
絵
＝
京
都
国
立
博
物
館
『
特
別
展
没
後
120
周
年
記
念
絵
画
の
冒
険
暁
斎
近
代
へ

架
け
る
』（
二
〇
〇
八
年
）
よ
り
転
載
、
挿
図
21
＝
宮
城
県
美
術
館
提
供
、
挿
図
23
＝
大
英
博
物
館
提
供
、

挿
図
25
＝
板
橋
区
立
美
術
館
提
供
。

［
謝
辞
］

調
査
に
あ
た
っ
て
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
ア
ジ
ア
美
術
部
日
本
美
術
学
芸
員
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
ペ
ン

タ
ー
氏
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
・
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
の
岡
み
ど
り
氏
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
執
筆
に
あ
た

り
、
関
袖
江
に
つ
い
て
は
庄
司
淳
一
氏
に
、
河
鍋
暁
斎
に
関
し
て
は
河
鍋
楠
美
氏
、
野
口
玲
一
氏
に
ご

教
示
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
岡
み
ど

り
氏
に
、
仙
台
史
資
料
に
関
し
て
は
荒
武
賢
一
朗
氏
に
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
加
藤
弘
子
氏
に
は
暁
斎

の
印
に
つ
い
て
、
ま
た
、
小
林
久
子
氏
に
は
く
ず
し
字
に
関
し
て
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
ロ
ジ
ー
ナ
・
バ

ッ
ク
ラ
ン
ド
氏
に
は
二
〇
一
五
年
二
月
、
英
国
ノ
リ
ッ
チ
で
の
口
頭
発
表
（
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
芸
術

研
究
所
第
三
木
曜
日
レ
ク
チ
ャ
ー
）“Rediscovering Forgotten M

odern Japanese Painters: Th
e C

harles 

Stew
art Sm

ith C
ollection at the M

etropolitan M
useum

 of Art”

の
英
文
原
稿
を
お
読
み
頂
き
、
有
益
な

コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
芸
術
研
究
所
図
書
館
の
平
野
明
氏
に
は
、
日
本
語

原
稿
執
筆
に
際
し
、
関
連
文
献
を
多
数
お
取
り
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
品
お
よ
び
画
家
調
査
に
際
し
て
は
板
橋
区
立
美
術
館
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
大
英
博

物
館
、
長
野
県
立
図
書
館
、
宮
城
県
美
術
館
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
ご
高
配
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
記
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
と
み
ざ
わ
・
け
い
・
え
り
こ　

イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
准
教
授
）
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号

50

五
〇

メトロポリタン美術館蔵「近代日本画帖」所収作品一覧表（番号は画帖作品画像と対応）

番
号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

作家名

橋本雅邦

橋本雅邦

橋本雅邦

橋本雅邦

橋本雅邦

橋本雅邦

川端玉章

川端玉章

川端玉章

川端玉章

川端玉章

川端玉章

川端玉章

川端玉章

川端玉章

川端玉章

川端玉章

川端玉章

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

Name

Hashimoto Gahô

Hashimoto Gahô

Hashimoto Gahô

Hashimoto Gahô

Hashimoto Gahô

Hashimoto Gahô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawabata Gyokushô

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

作品名
（日本語名）

雪中山水図

渓流山水図

牧童図

山景図

山間旗亭図

山水図

春景山水図

月下帰漁図

山水図

山景図

竹に小禽図

家鴨図

仔猫図

水辺に鳥図

仔犬図

栗鼠図

芦辺鶴図

鶏図

白衣観音図

松に鴉図

富士図

旭に鴉群図

魚を襲う鷲図

滝に鳥図

水辺に鴉図

枝にとまる二羽の鳩図

うずくまる猿図

鯉図

竹に鴉図

岩景図

滝、鷲に猿図

枝で鳴く鴉図

蜥蜴と兎図

牧童と牛の群図

蛇に絡まれる雉図

金魚と遊ぶ小童図

囀鳥図

蛙を捉える猫図

Title（メトロポリタン美術館シ
ステム上の作品名）

Snow Landscape

Lake and Mountains

Boy with Cow at the River’s Edge

Rapids and Fall of a River

Landscape

Lake and Causeway

Blossoms by a River

Traveling by Moonlight

Landscape

River Scene with Rocky Hills in 
Background

Small Birds and Bamboo

Pair of Ducks

Cat Seen from Behind

Bird at the Water’s Edge

A Pair of Puppies

Squirrel Eating Chestnuts

Crane Among Reeds

Cock and Hen

White-Robed Kannon

Two Crows on a Pine Branch

Mount Fuji

Flock of Crows at Dawn

Eagle Attacking Fish

Swallows by a Waterfall

Crow and Reeds by a Stream ※

Two Birds on a Branch

Monkeys ※

Fish in a Whirlpool ※

Crow on a Bamboo Branch

Rocky Landscape

Waterfall, Eagle and Monkey ※

Crow on a Branch ※

Rabbits ※

Buffalo and Herdsman ※

Pheasant Caught by a Snake

Two Children Playing with Goldfish

Singing Bird on a Branch

Cat Catching a Frog ※

Accession 
Number

14.76.61.40

14.76.61.47

14.76.61.49

14.76.61.50

14.76.61.55

14.76.61.59

14.76.61.65

14.76.61.66

14.76.61.67

14.76.61.68

14.76.61.85

14.76.61.86

14.76.61.87

14.76.61.88

14.76.61.89

14.76.61.90

14.76.61.91

14.76.61.92

 14.76.61.1 

 14.76.61.2

 14.76.61.3

 14.76.61.4

 14.76.61.5

 14.76.61.6

 14.76.61.7

 14.76.61.8

 14.76.61.9

14.76.61.10

14.76.61.11

14.76.61.12

14.76.61.13

14.76.61.14

14.76.61.15

14.76.61.16

14.76.61.17

14.76.61.18

14.76.61.19

14.76.61.20
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メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
近
代
日
本
画
帖
」

51

五
一

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

河鍋暁斎

大出東皐

岡田梅邨

岡田梅邨

岡田梅邨

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

関袖江

渡辺省亭

渡辺省亭

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Kawanabe Kyôsai

Ôide Tôkô

Okada Baison

Okada Baison

Okada Baison

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Seki Shûkô

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

山景図

瓜に鼠図

鹿に猿図

月に鴉図

赤い実をつけた木と鴉図

栗に栗鼠図

葡萄の木からぶらさがる猿図

椋鳥と鴉図

夕暮に鴫図

鳥を捉える狐図

小禽を捕らえる鷲図

木菟図

雪中飛鴉図

百舌に蛙図

柳に鴉図

釈迦降魔図

蜘蛛をみつめる猫図

芙蓉と雀図

鷹に捕えられた雀図

飛燕図

游魚図（1981 年作）

游魚図

山中訪友図

雪中山水図

蝦蛄と河豚図

游魚図

游魚図

游魚図

ザリガニ図

小魚群図

游魚図

游魚図

獺図

游魚図

珊瑚と魚図

松茸に鰻図

ザリガニ図

桜に小禽図

Rocky Landscape

Mice in a Melon ※

Deer and Monkeys ※

Crow and the Moon ※

Crow on a Branch ※

Squirrels Gathering Chestnuts ※

Monkey Hanging from Grapevines※

Starlings on a Branch ※

Cranes in Marsh

Fox Catching Bird

Eagle Holding Small Bird ※

Owl Mocked by Small Birds ※

Crow Flying in the Snow

Bird and Frog

Crow and Willow Tree ※

Shakyamuni Conquering the Demons 
(Shaka Gôma-zu)

Cat Watching a Spider

Confederate Roses in Rain

Hawk Holding a Small Bird

A Swallow in the Rain

Fishes Swimming

School of Fishes

Visiting a Friend

Winter Scene

Bottom of the Sea Showing Cray Fish

Fishes Swimming

Fishes Swimming

Fishes

Cray Fish

Small Fishes

Fishes

Fishes

Otters Swimming

Fishes

Three Fishes and a Branch

Eels

Crayfish

Birds on a Flowering Branch

14.76.61.22

14.76.61.23

14.76.61.24

14.76.61.25

14.76.61.26

14.76.61.27

14.76.61.28

14.76.61.29

14.76.61.30

14.76.61.31

14.76.61.32

14.76.61.33

14.76.61.34

14.76.61.35

14.76.61.36

14.76.61.51

14.76.61.73

14.76.61.69

14.76.61.71

14.76.61.72

14.76.61.70

14.76.61.74

14.76.61.77

14.76.61.78

14.76.61.81

14.76.61.82

14.76.61.83

14.76.61.84

14.76.61.93

14.76.61.94

14.76.61.95

14.76.61.96

14.76.61.97

14.76.61.98

14.76.61.99

14.76.61.100

14.76.61.37

14.76.61.38

39 河鍋暁斎 Kawanabe Kyôsai 岩に鴉図 Crow on a Rock 14.76.61.21

番
号 作家名 Name 作品名

（日本語名）
Title（メトロポリタン美術館シ
ステム上の作品名）

Accession 
Number
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

九　

号

52

五
二

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

渡辺省亭

伝狩野尚信

伝狩野探幽

伝狩野探幽

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

Kano Naonobu

Kano Tan’yû

Kano Tan’yû

枝にとまり蜘蛛をみつめる鳥
図

水辺の鴨図

翡翠図

鳩図

三羽の鳥図

水辺に白鷺図

牡丹に雛鳥図

雌鶏と雛図

メジロ図

葦辺遊鴨図

飛鴨図

松に鷲図

平目図

游魚図

金魚図

鯉図

鳥と梅図

鴨と葦図

栗鼠と竹図

Bird on Branch Watching Spider

Duck

Bird Catching Fish Among Reeds

Pigeons in a Tree

Three Birds on Branch

Egrets at the Water’s Edge

Roses, Young Bird and a Butterfly

Rooster and Hen with Chicks

Birds on a Branch

Ducks in the Rushes

Flying Goose

Eagle in a Tree

Jumping fish

Fishes

Gold-fishes

Carp swimming

Bird on a Plum Tree

Ducks and Reeds

Squirrel on Bamboo

14.76.61.43

14.76.61.44

14.76.61.45

14.76.61.46

14.76.61.48

14.76.61.52

14.76.61.53

14.76.61.54

14.76.61.56

14.76.61.57

14.76.61.58

14.76.61.60

14.76.61.75

14.76.61.76

14.76.61.79

14.76.61.80

14.76.61.63

14.76.61.61

14.76.61.64

表および画帖一覧画像は、伝世作品を別として作者名のアルファベット順とし、同一作者による作品はアクセッション
番号順に掲載した。
97 ～ 100 は近代日本画以外の作品であるが、当初同画帖全 100 図中に収められていた 4 枚である。
55 は所蔵館データでは、Album leaf mounted as a hanging scroll; ink and color on silk とあり、現在軸装されている。
河鍋暁斎作品のうち、27・28・31・33・36・42・45・50・51 は 2015 年三菱一号館美術館で出品された作品名を採用した。
Title 末尾に※を付したものは、河鍋暁斎「英国人画帖下絵」（河鍋暁斎記念美術館蔵）に同図様が認められる作品である。

80 渡辺省亭 Watanabe Seitei 月下白鷺図 Egrets in a Tree at Night 14.76.61.42

100 伝李龍眠 Unidentified Artist 水辺に鳥図
Bird Near Water (from Album of 
Studies by Modern Artists, no. 62)

14.76.61.62

78

79

渡辺省亭

渡辺省亭

Watanabe Seitei

Watanabe Seitei

雀図

藤に小禽図

Sparrows Flying

Birds and Flowers

14.76.61.39

14.76.61.41

番
号 作家名 Name 作品名

（日本語名）
Title（メトロポリタン美術館シ
ステム上の作品名）

Accession 
Number
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53

五
三

メトロポリタン美術館蔵「近代日本画帖」所収作品および関連作品画像（縮尺不同）

1　

橋
本
雅
邦　

雪
中
山
水
図

3　

橋
本
雅
邦　

牧
童
図

5　

橋
本
雅
邦　

山
間
旗
亭
図

2　

橋
本
雅
邦　

渓
流
山
水
図

4　

橋
本
雅
邦　

山
景
図

6　

橋
本
雅
邦　

山
水
図
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

九　

号

54

五
四

7　

川
端
玉
章　

春
景
山
水
図

9　

川
端
玉
章　

山
水
図

11　

川
端
玉
章　

竹
に
小
禽
図

8　

川
端
玉
章　

月
下
帰
漁
図

10　

川
端
玉
章　

山
景
図

12　

川
端
玉
章　

家
鴨
図
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55

五
五

13　

川
端
玉
章　

仔
猫
図

15　

川
端
玉
章　

仔
犬
図

17　

川
端
玉
章　

芦
辺
鶴
図

14　

川
端
玉
章　

水
辺
に
鳥
図

16　

川
端
玉
章　

栗
鼠
図

18　

川
端
玉
章　

鶏
図
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

九　

号

56

五
六

19　

河
鍋
暁
斎　

白
衣
観
音
図

21　

河
鍋
暁
斎　

富
士
図

23　

河
鍋
暁
斎　

魚
を
襲
う
鷲
図

20　

河
鍋
暁
斎　

松
に
鴉
図

22　

河
鍋
暁
斎　

旭
に
鴉
群
図

24　

河
鍋
暁
斎　

滝
に
鳥
図

419.indb   56 16/08/30   13:30



メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
近
代
日
本
画
帖
」

57

五
七

25a　

河
鍋
暁
斎　

水
辺
に
鴉
図

26　

河
鍋
暁
斎　

枝
に
と
ま
る
二
羽
の
鳩
図

27a　

河
鍋
暁
斎　

う
ず
く
ま
る
猿
図

25b　

河
鍋
暁
斎　

水
辺
に
烏
図
下
絵

27b　

河
鍋
暁
斎　

う
ず
く
ま
る
猿
図
下
絵
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

九　

号

58

五
八

31a　

河
鍋
暁
斎　

滝
、
鷲
に
猿
図

31b　

河
鍋
暁
斎　

滝
、
鷲
に
猿
図
下
絵

28a　

河
鍋
暁
斎　

鯉
図

29　

河
鍋
暁
斎　

竹
に
鴉
図

28b　

河
鍋
暁
斎　

鯉
図
下
絵

30　

河
鍋
暁
斎　

岩
景
図
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59

五
九

32a　

河
鍋
暁
斎　

枝
で
鳴
く
鴉
図

33a　

河
鍋
暁
斎　

蜥
蜴
と
兎
図

34a　

河
鍋
暁
斎　

牧
童
と
牛
の
群
図

32b　

河
鍋
暁
斎　

枝
で
鳴
く
鴉
図
下
絵

33b　

河
鍋
暁
斎　

蜥
蜴
と
兎
図
下
絵

34b　

河
鍋
暁
斎　

牧
童
と
牛
の
群
図
下
絵
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究　
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一　

九　

号

60

六
〇

39　

河
鍋
暁
斎　

岩
に
鴉
図

40　

河
鍋
暁
斎　

山
景
図

35　

河
鍋
暁
斎　

蛇
に
絡
ま
れ
る
雉
図

37　

河
鍋
暁
斎　

囀
鳥
図

36　

河
鍋
暁
斎　

金
魚
と
遊
ぶ
小
童
図

38　

河
鍋
暁
斎　

蛙
を
捉
え
る
猫
図
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61

六
一

41a　

河
鍋
暁
斎　

河
鍋
暁
斎　

瓜
に
鼠
図

42a　

河
鍋
暁
斎　

鹿
に
猿
図

43a　

河
鍋
暁
斎　

月
に
鴉
図

41b　

河
鍋
暁
斎　

瓜
に
鼠
図
下
絵

42b　

河
鍋
暁
斎　

鹿
に
猿
図
下
絵

43b　

河
鍋
暁
斎　

月
に
鴉
図
下
絵
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二

46a　

河
鍋
暁
斎　

葡
萄
の
木
か
ら
ぶ
ら
さ
が
る
猿
図

46b　

河
鍋
暁
斎　

葡
萄
の
木
か
ら
ぶ
ら
さ
が
る
猿
図
下
絵

44a　

河
鍋
暁
斎　

赤
い
実
を
つ
け
た
木
と
鴉
図

45a　

河
鍋
暁
斎　

栗
に
栗
鼠
図

44b　

河
鍋
暁
斎　

赤
い
実
を
つ
け
た
木
と
鴉
図
下
絵

45b　

河
鍋
暁
斎　

栗
に
栗
鼠
図
下
絵
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63

六
三

47a　

河
鍋
暁
斎　

椋
鳥
と
鴉
図

48　

河
鍋
暁
斎　

夕
暮
に
鴫
図

50　

河
鍋
暁
斎　

小
禽
を
捕
ら
え
る
鷲
図

47b　

河
鍋
暁
斎　

椋
鳥
と
鴉
図
下
絵

49　

河
鍋
暁
斎　

鳥
を
捉
え
る
狐
図
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六
四

54a　

河
鍋
暁
斎　

柳
に
鴉
図
お
よ
び
落
款

54b　

河
鍋
暁
斎　

柳
に
鴉
図
下
絵

51a　

河
鍋
暁
斎　

木
菟
図

52　

河
鍋
暁
斎　

雪
中
飛
鴉
図

51b　

河
鍋
暁
斎　

木
菟
図
下
絵

53　

河
鍋
暁
斎　

百
舌
に
蛙
図
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65

六
五

55　

河
鍋
暁
斎　

釈
迦
降
魔
図

57　

岡
田
梅
邨　

芙
蓉
と
雀
図

59　

岡
田
梅
邨　

飛
燕
図

56　

大
出
東
皐　

蜘
蛛
を
み
つ
め
る
猫
図

58　

岡
田
梅
邨　

鷹
に
捕
え
ら
れ
た
雀
図

60　

関
袖
江　

游
魚
図
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号

66

六
六

65　

関
袖
江　

游
魚
図

66　

関
袖
江　

游
魚
図

61　

関
袖
江　

游
魚
図

63　

関
袖
江　

雪
中
山
水
図

62　

関
袖
江　

山
中
訪
友
図
お
よ
び
落
款

64　

関
袖
江　

蝦
蛄
と
河
豚
図
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67

六
七

67　

関
袖
江　

游
魚
図

69　

関
袖
江　

小
魚
群
図

71　

関
袖
江　

游
魚
図

68　

関
袖
江　

ザ
リ
ガ
ニ
図

70　

関
袖
江　

游
魚
図

72　

関
袖
江　

獺
図
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77　

渡
辺
省
亭　

桜
に
小
禽
図

78　

渡
辺
省
亭　

雀
図

73　

関
袖
江　

游
魚
図

75　

関
袖
江　

松
茸
に
鰻
図

74　

関
袖
江　

珊
瑚
と
魚
図

76　

渡
辺
省
亭　

ザ
リ
ガ
ニ
図
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69

六
九

79　

渡
辺
省
亭　

藤
に
小
禽
図

81　

渡
辺
省
亭　

枝
に
と
ま
り
蜘
蛛
を
み
つ
め
る
鳥
図

83　

渡
辺
省
亭　

翡
翠
図

80　

渡
辺
省
亭　

月
下
白
鷺
図

82　

渡
辺
省
亭　

水
辺
の
鴨
図

84　

渡
辺
省
亭　

鳩
図
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89　

渡
辺
省
亭　

メ
ジ
ロ
図

90　

渡
辺
省
亭　

葦
辺
遊
鴨
図

85　

渡
辺
省
亭　

三
羽
の
鳥
図

87　

渡
辺
省
亭　

牡
丹
に
雛
鳥
図

86　

渡
辺
省
亭　

水
辺
に
白
鷺
図

88　

渡
辺
省
亭　

雌
鶏
と
雛
図

419.indb   70 16/08/30   13:30



メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
近
代
日
本
画
帖
」

71

七
一

91　

渡
辺
省
亭　

飛
鴨
図

93　

渡
辺
省
亭　

平
目
図

95　

渡
辺
省
亭　

金
魚
図

92　

渡
辺
省
亭　

松
に
鷲
図

94　

渡
辺
省
亭　

游
魚
図

96　

渡
辺
省
亭　

鯉
図
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97　伝狩野尚信　鳥と梅図

99　伝狩野探幽　栗鼠と竹図

98　伝狩野探幽　鴨と葦図

100　伝李龍眠　水辺に鳥図
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